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       午前１０時００分 開議   

 

◎開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１３名でありま

す。定足数に達しておりますので、これか

ら令和２年第１回美幌町議会定例会第１５

日目の会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、３番大江道男さん、４番髙

橋秀明さんを指名します。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。朗読については、省略させていただき

ます。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましては、第

１日目と同様でありますので、御了承願い

ます。 

 なお、松浦議員、病気療養中のため欠席

の旨、届出がありました。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

 昨日に引き続き、通告順により発言を許

します。 

 次は、１３番松浦和浩さんの予定であり

ますけれども、本日欠席のため、会議規則

第６１条第４項に基づき、通告の効力を失

いましたので、順次繰り上げて続けます。 

 ６番伊藤伸司さん。 

○６番（伊藤伸司君）〔登壇〕 それで

は、通告に従い３問の質問をさせていただ

きます。 

 質問事項１、公共施設のＬＥＤ化につい

て。 

 蛍光ランプ・蛍光灯照明器具につきまし

ては、国の新成長戦略、エネルギー基本計

画や一般社団法人日本照明工業会「照明成

長戦略２０２０」の目標があり、大手電機

メーカーは生産中止を決定しております。 

 このような状況から、町の小中学校をは

じめ、他の公共施設のＬＥＤ化の現状につ

いてお聞きしたいと思います。 

 また、今後の公共施設のＬＥＤ化の計画

について、町長の考えをお聞かせくださ

い。 

 二つ目、農業振興について。 

 経営所得安定対策について。 

 経営所得安定対策は、担い手農家の経営

の安定に資するよう、諸外国との生産条件

の格差から生じる不利を補正する交付金と

農業者の拠出を前提とした農業経営のセー

フティーネット対策として実施されており

ます。 

 また、食料自給率、食料自給力の維持、

向上を図るため、飼料米、麦、大豆などの

戦略作物の本作化を進め、水田のフル活用

を図る水田活用の直接支払交付金が実施さ

れているところであります。 

 このような中、農産物の日米貿易協定が

本年１月１日から発効され、牛肉、豚肉な

どは発効と同時にＴＰＰと同じ水準まで関

税が削減され、ＴＰＰ、日欧ＥＰＡに次ぐ

大型協定の発効となったところであります

が、次の事項についてお聞かせください。 

 ①経営所得安定対策の平成３０年度の実

績についてお聞かせ願いたい。 

 ②現在の経営所得安定対策については、
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農業者にとっては十分な対策となっている

とは思えません。その対応策について、Ｊ

Ａ等の関係団体、関係機関と協議するなど

して、経営所得安定化対策の見直しについ

て、国に要望すべきと考えますが、町長の

考え方をお聞かせください。 

 質問３、美幌町立国民健康保険病院の医

療体制について。 

 （１）常勤医師の確保について。 

 １２月の第８回定例町議会において、町

長から、小児科、泌尿器科、婦人科及び外

科の医師４名が令和２年３月末までにそれ

ぞれ退職されるとの行政報告がありまし

た。 

 常勤医師確保に向け最大限努力していく

とのことでしたが、現状についてお聞きい

たします。 

 （２）夜間・休日の救急医療体制につい

て。 

 医師退職に伴って、夜間・休日の救急医

療体制は、常勤の医師を中心に担っている

とのことであり、医師の負担増加になって

いると思いますが、今後の対応についてお

聞きいたします。 

 また、人工透析診療についても今後の対

応をお聞きいたします。 

 （３）地域包括ケア病床の導入につい

て。 

 令和２年５月から運用開始予定の在宅復

帰支援のための地域包括ケア病床の導入に

ついて、具体的な内容をお聞きいたしま

す。 

 以上、３点の質問をさせていただきまし

た。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 伊藤議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、公共施設のＬＥＤ化についてで

あります。 

 御質問の公共施設ＬＥＤ化の現状と計画

についてでありますが、蛍光灯照明は大手

企業が生産中止を発表しており、現時点

で、引き続き蛍光ランプの販売を行う大手

企業もありますが、いずれ生産中止となる

ことも想定し、将来的には、全ての公共施

設の照明についてＬＥＤ化を実施すること

が必要だと考えております。 

 町の小中学校につきましては、北中学校

の一部を除き蛍光灯照明となっておりま

す。なお、学校現場では、文部科学省イン

フラ長寿命化基本計画、行動計画に基づ

き、令和２年度までに各自治体の個別施設

計画の策定が求められていることから、計

画策定時において、小中学校のＬＥＤ化を

検討してまいりたいと考えております。 

 また、他の公共施設については、役場庁

舎、スポーツセンター、下水終末処理場、

町民会館、国保病院など、規模の大きい施

設についてはおおむね実施されているとこ

ろでありますが、一部実施や未実施の施設

については、それぞれの所管部署により費

用対効果を精査の上、順次計画的にＬＥＤ

化の実施に向けて検討を行ってまいります

ので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 次に、農業振興についてですが、初め

に、１点目の経営所得安定対策の平成３０

年度の実績についてでありますが、国から

生産者に直接交付された金額は３１億１,５

８３万円となっております。 

 次に、２点目の経営所得安定化対策の見

直しについてでありますが、農林水産省の

ホームページには、経営所得安定対策を円

滑に実施するため、直接相談を受け付ける

窓口を掲載しており、地域ごとの相談先と

して、本町は、農水省北海道農政事務所北

見地域拠点、美幌町役場、美幌町農業再生

協議会が案内されております。 

 現在までに、経営所得安定対策の改善に

関する相談、意見などは、国、町のいずれ

にも寄せられておりませんが、これまで

も、オホーツク圏活性化期成会を通して、

外国との貿易協定等における適切な対応及

び実効ある経営所得安定対策の実施を要望
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しており、今後も農業、農村を取り巻く実

態の把握に努め、必要に応じて要望を行う

ことを考えておりますので、御理解をお願

いいたします。 

 次に、国保病院の医療体制についてであ

ります。 

 １点目の常勤医師確保についてでありま

すが、昨年１２月の第８回定例町議会にお

きまして行政報告をいたしましたとおり、

退職医師の後任確保につきましては、地域

医療を確保する上で最低限必要な診療科と

して考えます小児科及び外科医師の常勤医

師確保に重点を置き、後任医師の確保に取

り組んでまいりましたが、現時点におきま

しても医師確保のめどは立っていない状況

にあります。 

 この間、大手紹介会社や北海道大学小児

科医局、北海道庁医師確保対策課などを訪

問し、国保病院の医師確保の状況や地域の

医療体制の維持、確保について説明するな

ど、地域医療を希望する医師の招聘につな

げようと努めてまいりましたが、具体的に

医師の紹介や医師本人とのコンタクトまで

には至っておりません。 

 引き続き、主要な医師紹介会社と情報交

換を行いながら、医師確保に努めてまいり

ます。 

 なお、小児科につきましては、乳幼児健

康診断の実施が可能な大空町在住の小児科

医師から連絡を受け、非常勤ではあります

が、毎週水曜日の午後に実施されている乳

幼児健康診断と乳幼児予防接種に限定して

従事いただくことで合意し、令和２年１月

より勤務を開始しているところであり、今

後につきましても、常勤医師が確保できる

までの間は引き続き勤務いただくこととし

ております。 

 ２点目の夜間・休日の救急医療体制につ

いてでありますが、このまま後任医師が確

保できない場合は、これまで月３回から４

回の宿日直に当たっていたものが月５回か

ら６回へ増加することとなり、常勤医師の

負担が増えることは、議員御指摘のとおり

であります。 

 今後の常勤医師の負担を少しでも軽減す

るため、現在、外部に依頼している週末の

宿日直について、月２週から３週へ拡大す

ることとして、先般、新たな依頼先となる

北海道大学病院消化器外科医局と協議が調

い、令和２年４月から派遣をいただけるこ

ととなったところであります。 

 このことにより、常勤医師の負担は月５

回程度と、若干ではありますが、緩和さ

れ、常勤医師が確保できるまでの間は、こ

の体制にて夜間、休日の救急医療体制を実

施してまいりたいと考えているところであ

ります。 

 また、人工透析診療は、透析装置２９台

を有し、患者数７０名に対し、毎週月曜か

ら土曜の午前及び午後の２部体制により診

療を行ってまいりましたが、担当する医師

が５名から３名体制へと減少することか

ら、通常の外来診療との両立を図るため、

曜日ごとの実施人数の見直しをさせていた

だき、月曜、水曜、金曜は従来のまま２部

体制で、火曜、木曜、土曜は午前のみの１

部体制とすることで対応を図り、令和２年

１月後半より運用を行っているところであ

ります。 

 見直しにより、１部当たりの実施人数が

増加となっておりますが、患者様の御理解

をいただき、診療時間内で支障なく診療を

終えているところであります。 

 ３点目の地域包括ケア病床の導入につい

てでありますが、地域包括ケア病床は、平

成２６年の診療報酬改定で新設された病床

で、目的は、一般病床において急性期治療

を終了し、病状が安定しているものの、す

ぐに在宅に移行するには不安のある方の療

養や重症度、医療・看護必要度の高い方の

治療継続、在宅復帰に向けたリハビリテー

ションを必要に応じて実施するなど、在宅

に戻ることを前提に医療支援を行うための

病床として設けられたものであります。 
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 入院期間は患者様の状態に合わせて６０

日を限度とし、６０日間の入院費は、１日

１回、定額により算定されるものです。 

 入院費には、入院基本料、投薬料、注射

料、簡単な処置料、検査料、画像診断料、

リハビリテーション料が全て包括されるた

め、急性期病床と同じような高額な治療を

することができない病床となります。 

 病床運営に当たっては、在宅への復帰率

が７０％以上、重症度、医療・看護必要度

の割合が１０％以上、病床を管理する常勤

の理学療法士、作業療法士、または言語聴

覚士を１名以上配置し、リハビリテーショ

ンを必要とする患者様に１日平均２単位以

上のリハビリを提供することが定められて

おります。 

 国保病院におきましては、最終的な退院

先を在宅とする地域包括ケアを推進するこ

とはもとより、病床利用率の向上による収

益向上を図るため、地域包括ケア病床の導

入について、新公立病院改革プランに位置

づけ、これまでリハビリスタッフの増員な

どの人材確保や運用に当たっての実績づく

りを行ってまいりましたが、このたび、２

階病棟４４床のうち８床を地域包括ケア病

床に指定し、令和２年４月に厚生労働省へ

届出を行い、同年５月から運用を開始した

いと考えているところであります。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） それでは、１の質

問から再質問をさせていただきます。 

 文科省より、令和２年度中までにインフ

ラ長寿命化基本計画を策定ということです

が、具体的にどういう進め方でいくのか、

順番等や概算費用など、分かる範囲でお教

え願います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 教育委員会から答

弁をさせていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの長寿

命化計画の関係でございますが、昨日お認

めいただいた令和２年度予算に、計画策定

費用として４３０万円を計上してございま

す。その計画において事業費等々を詰めて

いくわけでございますが、その中のＬＥＤ

化に小学校と中学校を盛り込んでいきたい

と考えております。 

 事業費につきましては、その中に積み上

げているものと考えておりますので、御理

解いただきたく、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん、 

○６番（伊藤伸司君） １番についてはよ

ろしいです。ありがとうございました。 

 次に、農業振興について再質問させてい

ただきます。 

 特にオホーツク管内においては、野菜が

たくさんありまして、畑作三品の比率が高

い地域であります。本年度は、３年に一度

の見直しの年で、ここに資料を持ってきて

いるのですけれども、小麦については、昨

年度と比較して、反当たり平均で２,５００

円ぐらい減る予定です。単純に６０キログ

ラムだと２５０円、二条大麦ですとプラス

１,２８０円、六条大麦は５,６６０円とい

うことでマイナス７０円、裸麦ですとプラ

ス１,３２０円です。それから、大豆におき

ましては９,９３０円でプラス８１０円で

す。てん菜になりますと、マイナス１６％

で、トン当たりマイナス６１０円です。こ

の基準糖度は１６.６％です。 

 それから、でん粉の原料用バレイショに

ついては、プラス１,８９０円となっており

ます。 

 プラスになった部分は基本的に面積が少

ない作物であり、面積が大きい小麦やてん

菜は大幅に下がります。今年はこのことを

含めて直接払交付金に変わることを申し上

げます。 

 経営所得安定対策につきましては、国が
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策定するものですので、町や道がどうのこ

うのという話ではないですけれども、その

三品以外の野菜と生食ジャガイモ等を含め

て、先ほど言ったとおり、ＴＰＰ等、外国

とのいろいろな通商条約ができました。 

 実際の卸価格はまだ下がってきていない

ところもありますけれども、特に牛肉等の

卸売価格が格段に下がってきているのが現

実でございます。 

 関税としては１年間で１割とか２割下が

るぐらいしかないのですが、今後、６年か

ら１０年かけて関税が撤廃される作物が多

いので、それに向けまして、いろいろな協

議団体とお話をしながら、経営所得安定対

策も含めた対応策を考えていただきたいと

思います。よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 経営所得安定対策については、終わらせ

ていただきます。 

 次に、３番、国保病院の医療体制につい

てです。 

 常勤医が確保できないということは、予

算編成のときの一般質問でも聞きましたけ

れども、いろいろなところにお願いしてい

るが、まだまだ足りない部分があるようで

す。 

 私が一部に聞いたところによりますと、

特定医療行為という制度があって、医師の

指導のもとに看護師が医療行為をある程度

代替できるということですが、それを取り

入れることによって、現在の医師の負担が

減ったり、患者数の低減を防ぐことができ

ると考えられるのですけれども、その辺の

考え方はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 特定医療行

為について、私どもの看護師が厚生労働省

が指定する研修を受講することによって、

医師の指示のもとに診療を直接支援してい

くことができることは承知しているところ

であります。 

 医師の負担軽減という部分では、看護師

による特定医療行為を取り入れることで医

師の負担軽減につながることがあります。

本来であれば北海道厚生局から職員を招い

て研修を行う予定でおりましたが、新型コ

ロナウイルスの関係で延期となりましたの

で、今後は、病院の中において特定医療行

為の研修が実施できないか、実施するとす

ればどのような体制が必要なのかというこ

とを考えていきたいと思っているところで

ございます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） その意向は承りま

した。 

 今現在いる６人の常勤医と２人の非常勤

医、それから、派遣の非常勤医も含めまし

て、あまりにも長い期間を少ない人数で同

じ医療をすることは、医療崩壊ではないで

すが、いろいろな負担があると思います。 

 また、現在、頑張っていただいている医

師のモチベーションが落ちたりしますの

で、そういうことも含めて進めていってい

ただきたいと思います。 

 夜間・休日の医療体制につきましてもお

伺いしましたが、医師の確保にはできるだ

け努めていただきたいと思います。 

 ３番の地域包括ケア病床の導入について

ですけれども、これを導入することによっ

て収益がどれぐらい上がるのか、患者の負

担がどれぐらいになるのか、また、周知を

どういうふうにするのか、病院でこれぐら

い預かれるということも含めてお伺いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 地域包括ケ

ア病床の収益の関係でございますけれど

も、病床としては、一般的な急性期の治療

を終えた後、症状が安定した段階で、在宅

復帰に向けて一定程度のリハビリや療養を

継続することで、より在宅に向けての準備

が整うということがあります。ですから、

入院期間が当然長くなりますので、それに
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伴って病床利用率が上がっていきますが、

具体的に金額がどれぐらいということでは

なく、病床利用率が高まることによって収

益を見込んでいきたいというものでござい

ます。 

 あとは、病床の周知の関係でございます

けれども、該当になる患者様の判定につき

ましては院内で検討していくことになるわ

けですが、患者様に対する周知を行いなが

ら医師の判断も含めて、対外的にこういっ

た病床を設けますということで広報やホー

ムページなどを活用しながら周知していく

ことになると思ってございます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） 先ほどの回答で

は、２階病棟の４４床のうち、８床をケア

病床にするということですけれども、トラ

ブルが多くなったり少なくなったり、普通

の患者が入ることへの障がいになったりと

いうことはないのですか。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 今回の８床

という数字でございますけれども、リハビ

リが必要でこの病床に入院される患者様に

つきましては、１日平均２単位を求められ

ております。 

 この平均２単位というのは、１年を３６

５日とカウントしますので、当然、土・日

における日数も含まれ、リハビリが実施で

きるのは相当な回数に及びます。そのた

め、現在のリハビリスタッフの人数から考

えますと、限界が８床であるということで

このような設定になったものでございま

す。 

 つきましては、この８床の中で、必要な

患者様に有効に活用していただけるように

患者様を選定していく形になろうと思って

ございます。 

○議長（大原 昇君） ６番伊藤伸司さ

ん。 

○６番（伊藤伸司君） ８床が限界という

ことですので、今後、これを導入していた

だいて、患者がよりスムーズに社会復帰で

きることを願います。 

 これで質問を終わります。ありがとうご

ざいました。 

○議長（大原 昇君） これで、６番伊藤

伸司さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１０時３５分といたします。 

午前１０時３１分 休憩 

─────────────────── 

午前１０時３５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君）〔登壇〕 私から

は、さきに通告いたしましたとおり、大き

く２点の質問をさせていただきます。 

 まず、一つ目でありますが、子育て支援

に向けた取組について、学童保育の受入れ

対象児童の拡充についてということで質問

させていただきます。 

 現在、美幌町の学童保育の受入れは、原

則小学１年生から３年生までの３年間のみ

となっております。しかし、共働き世帯の

増加、近所との関係の希薄化などにより、

４年生以上の児童の受入れを望む声がとて

も多く聞こえてきております。 

 美幌町子ども・子育て支援事業計画に

も、今後、対象児童の拡充に向け検討して

いきますとうたわれておりますが、親子と

もに安心して生活を営むことができるよ

う、早急に対応すべきと考えます。 

 民生部と教育委員会、小学校との連携に

より、余裕教室を活用し、４年生以上の児

童でも受入れができるよう対象を拡充すべ

きと考えますが、今後の具体的な計画をお

聞かせください。 

 続いて、二つ目です。 

 行政職員の視察研修についてでありま
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す。 

 行政職員の見聞を広めることを目的とし

た他自治体への視察研修について。 

 美幌町では、特定の研修などを除き、現

在、行政職員の他自治体への視察研修は行

われておりません。しかし、町の行政を担

う職員にこそ、様々な見聞を広めるために

も他自治体で取り組んでいる政策や、その

自治体で政策に取り組む職員の熱意を感じ

ていただきたいと思いました。 

 私が視察させていただいた先進地自治体

では、職員の課題解決能力を向上させる一

環として、先進地である他自治体への視察

研修を実施することで、資料やデータだけ

では感じることのできない空気感や熱量を

直接肌で感じ、モチベーションの向上に努

められるように取り組んでおりました。 

 実際に、第一線で町民と触れ合い、課題

を感じる機会が多い行政職員にこそ、様々

な課題解決に自ら取り組み、その解決策の

選択肢を増やすことができるよう、先進的

取組を目で見て、肌で感じる視察研修を職

員の研さんとして促すべきと考えますが、

町長の考えをお聞かせください。 

 以上、大きく２点について御回答をよろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 木村議員

の御質問に答弁いたします。 

 学童保育の受入れ対象児童の拡充につい

てですが、本町の学童保育所につきまして

は、現在、小学１年生から３年生までの受

入れとなっておりますが、子ども・子育て

支援新制度の施行に伴う児童福祉法の改正

により、放課後児童健全育成事業の対象児

童の範囲が拡充されたこと、また、平成３

１年１月に実施しましたアンケート調査の

ニーズなどから、学年拡充の必要性につい

て認識しているところであります。 

 国においては、放課後児童健全育成事業

の実施に当たり、児童の安全性を考慮し、

学校施設の余裕教室を活用することが望ま

しいと推奨していることから、本町におき

ましても、学年拡充の検討に当たりまして

は、余裕教室の活用の可能性について教育

委員会と協議を重ねてきたところでありま

す。 

 しかしながら、現在の小学校は児童数が

減少してきておりますが、特別支援学級の

在籍者数が増えているほか、習熟度別少人

数指導などにより、余裕教室がない状況で

あります。 

 御質問の今後の具体的な計画についてで

ありますが、各小学校における児童数の推

移を見極めながら、それぞれの学校の状況

に応じた段階的な学年拡充や各小学校近隣

の公共施設の活用の可能性も視野に入れる

など、児童への安全性や利便性を考慮した

中で、学年拡充の実現に向け、様々な検討

を行ってまいりますので、御理解賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 次に、行政職員の視察研修についてです

が、職員が他の自治体による先進的取組を

目で見て、肌で感じる視察研修を、職員の

研さんとして促すべきではとの御質問であ

りますが、本町における現在の取組といた

しまして、自己啓発研修制度を設けており

ます。 

 これは、職員自身が自己の知識や能力に

ついて認識し、これらの向上を目指して、

他の先進地自治体の事例研修及び各種研修

会などを通じ自己研さんを図るもので、希

望する職員が計画書を自ら策定し、視察研

修を行うもので、毎年度実施しているとこ

ろでございます。 

 また、自治大学校や地域活性化センター

等への研修派遣も行っており、そこに参加

する職員は、長期にわたり他自治体職員と

の意見交換を行い、研修の内容そのものに

加え、他自治体の先進施策などを学んでき

ているところでもあります。 

 先進的な取組を行う他の自治体等への視

察研修を行うことで、視野の拡大、意欲の

高揚及び創造性の誘発を図り、新しい発想
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の視点に立って職務に取り組むことは重要

なことと認識しているところであり、本年

度に見直しを行う美幌町職員人材育成基本

方針におきましても、自己啓発並びに職員

研修の充実を掲げることとしております。 

 今後も引き続き、自己研さんにつながる

研修の充実に向けた取組をしっかりと行っ

てまいりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それではまず、一

つ目の子育て支援に向けた取組についての

部分から再質問させていただきます。 

 回答の中にありましたそれぞれの学校の

状況に応じた段階的な学年拡充や各小学校

近隣の公共施設の活用の可能性も視野に入

れるなどといった答弁をいただきました

が、段階的にという部分では、まず、４年

生まで拡充することはどうなのでしょう

か、お答えください。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、美幌や東陽、旭とい

うことで、現在、東陽、旭については定員

がぎりぎりの状況で受け付けております。

今後、その定員を見た中で、学校によって

受入れが可能であれば、例えば、その学校

のみを４年生まで拡大するということで考

えていきたいと考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それでは、現状の

各小学校の余裕教室の状態はどのようにな

っているのでしょうか、分かる範囲で構い

ませんので、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） ただいまの余裕

教室の関係でございますけれども、１回目

の答弁でも申し上げましたとおり、児童数

は減少しておりますが、特別支援学級や習

熟度学級等で活用しているため、現状とし

ましては、余裕教室は各小学校ともない状

況にあります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、余裕教室が全

くないと受け止めさせていただきました。 

 町長からの答弁にもございました小学校

近隣の公共施設の活用の可能性も視野に入

れるという御回答をいただきましたが、現

実的に、小学校の近くの公共施設となる

と、恐らく、旭だと青稲会館とか、美幌小

学校ですと地域用水広報館といった部分に

なると思いますが、そういったところで学

年を拡充して学童保育を行うことも検討さ

れているということでよろしいのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、教育長から

も、学校に余裕教室がないという話をしま

した。 

 前段で一斉に学年を段階的に上げて拡充

したらという話ですけれども、それは難し

いので、学校の状況に応じて、例えば、４

年生まで可能か、ひょっとしたら５年生ま

でいけるかというように、今、預かってい

る学童の子供たちの状況を見て、それか

ら、今後預かってほしいと言われる子供た

ちの状況を見て、まずは対応をすべきと考

えております。 

 今の御質問の近隣公共施設というお話で

すが、私どもがお子さんをお預かりする中

で一番危惧するのは、やはり安全性をしっ

かり保てるかということなのです。そうい

う意味で、美幌町の学童が全て学校の中に

あって連動していて、敷地内から一回出る

ことで、交通事故や他の事故に巻き込まれ

るのではないかということを考えると、や

はり同一敷地内がベストという考え方を持

っております。 
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 そういった中で、敷地内に建物を建設し

てもいいのではないかという話もあるので

すけれども、今のこういう経済状況の中

で、それから、子供が減る状況の中では、

そういう考えは選択肢としては難しいの

で、近隣の公共施設ということでありま

す。 

 答弁では、近隣公共施設という話をしま

したけれども、町全体として、教育委員会

も含めて学校内で完結できないかというこ

ともありますが、線をすぱっと引いてこう

でなければいけないということではなく、

皆さんが何を重点に考えるかということだ

と思います。そして、子供のことを考えた

ときに、どこまでみんなで譲り合えて安全

性を保てるかということを考えたときに、

それでも駄目だという場合については、他

の公共施設を考えていくということを検討

していきたいと思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、町長からもお

話をいただきましたが、部署で線を引くの

ではなくという部分について伺いたいと思

います。 

 現状、学童保育は民生部の所管になって

おりまして、学校は教育委員会になってお

ります。私は、どうして学校は教育委員会

で、学童は民生なのだろうと考えさせても

らったことがあるのですが、学校の管轄の

関係からいけば、放課後という時間でくく

るのではなく、教育委員会が一本化して、

ある程度管理することを考えていく必要が

あると考えたのですが、そのあたりはいか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今は、文部科学省

と厚生労働省という分け方で政策をしてい

るのが現状です。しかし、現場の人たちに

ついては、そんなにこだわっていない部分

があると私は思っています。 

 私も教育委員会にいましたが、子供に対

してというところがぶれてくると、これは

うちに関係ないとか、これはこっちだよと

いう形になりますので、そこだけはぶれな

いようにしていきたいと思います。 

 実際に子供たちに向き合っているのは、

国ではなく、私たちや地域の人たちなの

で、そういうことを考えれば、今、議員が

おっしゃったような、教育委員会だ、民生

部だというところは、何らかの新しい方法

もとれるかと思っています。 

 ただ、こういうふうにしたいということ

を私がここで発言すべきではないと思って

いますが、町長の立場としては、子供をし

っかり育てる、そして、お預かりするとい

う概念からいけば、いろいろな方法がある

と思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 美幌町の新年度の

予算は、平野町長のカラーがすごく出たも

のだったのではないかと私は思っておりま

す。 

 その中で、子育て支援の部分がかなり強

く押し出されておりまして、子育てをして

いる世代にとってはかなりうれしいものに

なったのではないかと思っております。 

 そういった意味で、子育てに強いまち、

子育てに優しいまちをうたっていくからに

は、実質的な管轄の部署と国との連携とい

う部分があるのは重々承知しております

が、町としては、そういった垣根を越え

て、子供たちのために、子供を育てている

お父さん、お母さんのために力を入れてい

ただきたいと個人的に思います。 

 現状のお話として、私の耳によく入って

くる声ですけれども、現在、４年生以上の

児童は学童保育が使えない中で、土曜日や

長期休みの際に、お父さんやお母さんの仕

事は休みになりませんので、子供たちはコ

ミュニティセンターに入っている児童セン

ターをよく利用しているという声をかなり

聞きます。しかし、この児童センターの昼
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休みにはそこで昼食をとることができない

ので、一度、お家に帰りなさいという形に

なるそうです。 

 家が児童センターの近くにあって、そこ

に誰かしらがいれば問題ないと思うのです

が、遠くの稲美や日の出など、子供が時間

をかけて児童センターに行っている現状に

おいて、お昼御飯だからお家に一回帰っ

て、また戻るということは、児童センター

を利用している子供がお昼を食べるために

親がいない家に帰ることになります。これ

は、安全性の観点から言うと、逆に危険な

のではないかと私は思いました。 

 学童保育が４年生以上まですぐに拡充さ

れて対応できれば、それにこしたことはな

いのでしょうが、現状でこういった利用を

されている子供たちがいる中で、このまま

危険を増やす状態ではいけないのではない

かと思うのです。このあたりの改善の余地

についてお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、一度帰らなければな

らないというのは、そのとおりだと思いま

す。遠いところだと危険なこともあると思

いますので、その辺の実態を確認した上

で、改善できるものがあれば検討したいと

考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 働き手の保育士な

ど、施設に関わる人たちの負担が増えてし

まう部分で心苦しいところがありますの

で、そういったところも最大限考慮して取

り組んでいただきたいと思います。 

 それでは、続きまして、二つ目の行政職

員の視察研修についての中で再質問をさせ

ていただきます。 

 答弁の中にありました自己啓発研修制度

の利用状況や実績等はどうなっているの

か、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 御答弁申し上

げます。 

 自己啓発研修でございますが、まず、目

的といたしましては、全職員を対象として

いるところでございます。 

 他の市町村等に出向いたり、全国的に開

催されている研修会等をそれぞれの職員が

ピックアップして、職員自らが計画を立て

て提案している内容となってございます。 

 実績でございますが、過去５年は毎年実

施している状況で、それぞれ１名ずつの研

修という実績となってございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） とてもいい制度だ

とは思うのですが、一つ伺います。 

 毎年１名というのは、上限が毎年１名と

なっているのか、それとも、そういったこ

とはないけれども、現状で１名というとこ

ろなのか、教えてください。 

○議長（大原 昇君） 総務主幹。 

○総務主幹（関 弘法君） 例年、それま

での状況等を鑑みた中で、毎年２名ずつの

予算を設けているところでございます。そ

の中で、実際に提案のあった実績が１名と

いうことで、その１名につきまして研修を

実施している、そのような内容となってご

ざいます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 全職員が対象で

各々が計画していくということで、私が職

員だったらぜひ使いたいなと思うすごくい

い制度だと思います。 

 私が危惧しているところは、まず、研修

に行きたいと思う人は、自分はスキルアッ

プしたいという意欲がすごく高い方だと思

うのです。ただ、役場だけではなくて、民

間企業もそうだと思うのですが、ほかの人
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たちが忙しく業務に追われる中で、私が行

きますといって業務に穴を空けてしまう

と、利用しにくいと思います。 

 特に、勤めが長くなると、そういった部

分を考慮して使いにくいと思ってしまうの

ではないかと想像するのですが、それがま

ず一つです。 

 それから、自分から手を挙げていける人

は問題ないと思うのですが、自分がどうい

う能力を身につけたらいいのか分からない

人たちに、例えば、主査、主幹、部長なり

が、君はこういう部分をもっと勉強したほ

うがいいと思うので、こういうところに行

ってきたらいいのではないかいと、強制的

ではなくお勧めするのはいかがでしょう

か。 

 例えば、Ａさんはこういう部分の能力を

高めたらいいのではないかということで、

そういった部分の研修先を探して行ってみ

たらどうかとお勧めする制度が整えられた

らいいと思うのですが、そのあたりはいか

がでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私どもの職員の研

修の機会という部分を考えれば、私は、研

修の機会がたくさんあって本当に恵まれて

いると思っております。 

 今、木村議員がおっしゃいましたけれど

も、問題なのは、職員研修の機会に恵まれ

ているけれども、どうして研修を受けない

のだということです。これを組織としてき

ちんと認識する必要があると思っておりま

す。 

 例えば、職員本人が忙しくて研修は行け

ないという思いがあるかもしれません。そ

れから、上司の顔を見ると、行っていいの

かという雰囲気があると思います。 

 それから、一番困るのは、職員自身が研

修に行っても仕方がないと思う職員がいる

と思うのです。また、上司から見れば、今

忙しいから研修よりも仕事をしてほしいと

いう思いがあります。逆にあなたのスキル

アップのために積極的に研修に行ったらと

いう場合もあります。 

 今、私が言った両方の部分を組織として

いかに直していくか、そこをきちんとしな

ければいけないと思っています。 

 今回の答弁の中に、自己研さんにつなが

る研修の充実ということがありましたけれ

ども、その本質は、今、私が言ったことを

しっかり解決しなければならないと思いま

す。その起点の部分を考えて、今回の美幌

町職員人材育成基本方針をしっかり直させ

ていただいたというよりも全面改訂させて

いただきました。 

 こういう職員を私たちが望んで、それに

対して組織としてどう向き合うのかという

ことをしっかりやる必要があると思いま

す。そのことをしっかりやっていただけれ

ば、今ある制度をたくさん使ってくれると

私は思いますし、逆に、私も含めて管理職

は職員に勧める努力ができると思っており

ます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私は民間で働いて

きましたので、仕事をしていく中で情報を

身につけることが何よりの武器だというの

は自分でも身をもって感じております。情

報を制する者は戦を制すという言葉もあり

ます。 

 先ほど町長もおっしゃっておりました

が、行っても意味がない、それなら仕事を

したほうがいいのではないかという考えを

持っている人も少なからずいるのではない

かと思います。 

 私も、若いときはそういうふうに思って

いたこともありました。研修に行ったとこ

ろでと思っていたこともありましたが、実

際に現場で一生懸命取り組んでいるほかの

人の熱量を感じることで、全然違うのだな

と、自分の今までの取り組み方を変えてい

かなければならないと、生産性が上がった

りする部分も少なからずあるのではないか
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と思いますので、ぜひそのあたりをお願い

したいと思います。 

 最後に提案といいますか、一つ質問させ

ていただきます。 

 過去に、美幌町の「美」がつく自治体と

の連携があったと伺っておりますが、

「幌」という漢字がつく地名は、アイヌ語

の特別な漢字ということで、北海道にしか

ないと伺っております。 

 例えば、「幌」のつく自治体と連携をと

って視察をし合ったり、職員だけではなく

て自治体として意見交換をしたり、連携し

ていくという取組はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 最初の「美」のつ

くまちのサミットということで、私が若い

ときには、それに関わって、実際にやって

おりました。ところが、いつの間にかなく

なってしまったという状況です。なぜかと

いうことは、今、手持ちの資料がないので

すけれども、私が企画をしていた当時に交

流していた仲間たちとは今でもネットワー

クを持っていて、年齢的に私より年下の方

しか地元に残ってはいないのですけれど

も、今、そういう人たちがそれなりの立場

になって、連絡を取り合っていて、困った

ときには連絡をとっています。 

 今の提案の「幌」ですと札幌や南幌など

になりますが、そういうことに特化したつ

ながりを持つことの検討の余地はあるので

すけれども、あえてそれをやることより

も、他の自治体の人たちとつながってほし

いということがあります。 

 残念ながら、新年度予算では希望者はい

なかったのですけれども、地域活性化セン

ターや農業塾などは、全国から３０名から

４０名の方が至るところから集まってきて

いるので、そのネットワークを得られま

す。そこに来る人たちは、皆、やる気があ

る方々ですから、民間も含めて本当におも

しろい話が聞けるし、自分もそこに行った

ら大事にしてもらえます。そういう意味

で、若い人たちにはそういうところの研修

をしっかり受けてほしいという思いがあり

ます。 

○議長（大原 昇君） これで、５番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１１時１５分といたします。 

午前１１時０５分 休憩 

─────────────────── 

午前１１時１５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １２番上杉晃央さん。 

○１２番（上杉晃央君）〔登壇〕 それで

は、私はさきに通告した２項目について、

順次質問させていただきたいと思います。 

 １点目は、組織機構の見直しについて、

グループ制の見直しについてでございま

す。 

 平成３０年６月定例会のグループ制の質

問では、平成２９年５月の主幹職アンケー

トを実施した結果、従来の課係制と変わっ

ていない、組織機構や事務分掌、事務量の

見直しが必要で、主幹及び主査の名称が町

民に浸透していないとの評価でありまし

た。 

 他自治体の例なども参考に、令和３年度

の新庁舎供用開始を見据えながら、本町に

見合った組織体制を研究したいとの答弁で

した。 

 新庁舎完成まで１年となりましたが、こ

れまでの美幌町事務改善委員会等における

検討状況及びグループ制の廃止を含めた見

直しの考え方をお伺いいたします。 

 この質問の二つ目でございますが、職員

のモチベーションを高めるための取組につ

いてでございます。 

 組織見直しに関連して、主査職以下の若

い職員の仕事へのモチベーションが数年前

から低下しているのではと危惧していると



 

－ 299 － 

ころであります。地方自治体を取り巻く環

境は、人口減少、経済の低成長時代、地方

への権限が拡大する中で財政難もあり、独

自の施策展開は大きく制約され、職員にと

ってやりがいや達成感を得やすい仕事に出

会うことが減少していると感じておりま

す。 

 あわせて、管理職の部下職員の人材育成

の取組の姿勢が弱まっていると感じており

ます。このことは、若い職員の仕事に対す

る積極性に大きく影響を与えることにな

り、仕事へのモチベーション、動機づけ、

達成感を得られない状況を生み出す要因で

はないかと考えられます。 

 町長に就任して、特に若い職員の仕事へ

のモチベーションをどのように捉えておら

れるのか、また、モチベーションを高める

ための方策についてお聞かせください。 

 大きな二つ目、役場新庁舎への移転後の

公共施設の有効活用についてでございま

す。 

 具体的には、保健福祉総合センター及び

別館の具体的活用についてであります。 

 平成３１年３月定例会において、新庁舎

建設後の保健福祉総合センター及び別館の

有効活用について質問をいたしました。 

 保健福祉総合センターは、条例の目的を

効果的に推進できるよう、関係団体との協

議を進めている。また、別館は立地や駐車

台数などの条件に支障がない団体と協議を

進めているとの答弁でした。 

 その際、保健福祉総合センターを利用す

る団体が活動する上での具体的な課題を指

摘させていただきましたが、現在までの協

議状況と今後の活用方法をお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 上杉議員

の御質問に答弁いたします。 

 グループ制の見直しについて。 

 グループ制見直しに係る検討状況につき

ましては、美幌町行政事務改善委員会にお

いて、さきに実施しましたアンケート結果

を踏まえ、一定の整理を行うところまで議

論を完了したところであります。 

 その見直しの具体的な考え方につきまし

ては、現在の担当をグループにする、グル

ープ長の主査がグループ内を掌握する、課

制の復活としております。 

 これまでのグループ制によって、担当間

については協働体制が確立されていること

から、現在の担当をグループとするもので

あります。このことにより、人員配置をフ

レキシブルに実施することが可能となり、

人口減少を背景に、将来的に職員数を減少

させる際には、グループ制を用いることで

業務の集約による統合が係制に比してスム

ーズに行うことができることとなります。 

 また、主査職の管理監督者としての人材

育成を図る観点から、主査が所属長の承認

を経てグループ内の事務分掌を決め、業務

進捗状況、繁忙期の業務分担などを行うも

のであります。 

 そして、課制の復活については、従来の

主幹を課長に名称変更し、所属長として課

にある各グループ、現在の担当について総

合的に指揮、監督するものであり、課内職

員のグループ間異動を部長の承認を経て行

えるように、部長については副町長の承認

を経て、部内職員の課間異動を行うことが

できるものとします。 

 なお、アンケート結果からは、グループ

制の再編だけではなく、事務量の見直しが

必要との意見も寄せられており、組織機構

及び事務分掌の見直しと併せて実施するこ

とが適当であるとの判断の下、全グループ

を対象とした業務量調査を実施し、その結

果をもとに、現在検討を進めているところ

でありますので、御理解のほどよろしくお

願いいたします。 

 次に、職員のモチベーションの捉え方で

ありますが、基本的には町長のリーダーシ

ップのもと、各業務の総合的な取組を推進

するとともに、求める職員像を明らかにし
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た上、職場の風土や人事管理等の改善、研

修の充実等を図り、職員一人一人が意欲を

持って自己の意思で主体的に学習し、能力

を高められる環境づくりが重要と考えてお

ります。そのためには、管理職等の自覚と

部下に対する適切な指導、助言が不可欠で

あると認識しているところであります。 

 モチベーションを高める方策としまして

は、各種事務事業に対し改善意見を提案す

る機会を設けて多彩な発想を引き出し、そ

の自主性や向上を図ること、与えられた職

務に対する評価のみならず、自らの意思と

工夫による挑戦、努力などを認めていく挑

戦意欲あふれる職場づくりに努めること、

他の市町村や民間企業の職員、地域住民等

の様々な分野の人々と交流する機会など、

職員一人一人が自己啓発に取り組みやすい

職場風土づくりを推進していくことなどが

あると考えております。 

 そして、管理職等は、自らの取組姿勢が

職員の意識や職場の雰囲気に大きな影響を

与えること、また、職員の特性を的確に把

握し、それぞれの能力や性格などに応じた

指導を行う立場にあることを十分に認識

し、指導、育成を行うことが何より重要で

あると考えております。 

 今後も組織的に自己啓発を促すサポート

をしていく環境づくりに努めてまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 次に、役場新庁舎へ移転後の公共施設の

有効活用についてですが、保健福祉総合セ

ンターにつきましては、条例で定められて

いるとおり、町民の健康づくりと生きがい

づくりを図るとともに、地域保健福祉活動

を効果的に推進することを目的としている

団体に対し、移転に係る可能性の有無につ

いて状況を説明した中で、意向や意見を聴

取しながら協議を進めているところであり

ます。また、役場別館については、移転に

支障のない団体に対し、同様に協議を進め

ているところであります。 

 御質問の現在までの協議状況と今後の活

用方法についてでありますが、老朽化の著

しいゆうあいセンターに入居している全て

の団体に対して、庁舎建て替えに併せ、役

場別館と保健福祉総合センターに限らず、

他の公共施設を含め移転していただけるよ

う、協議を進めております。 

 各団体においては、施設の立地、使用で

きる面積、会員が利用する駐車場のスペー

スなど、要望を聞いた中で利用できる町公

共施設などについて情報提供をしながら、

すり合わせを行っております。また、現

在、保健福祉総合センターを利用する団体

についても、利用スペースの拡大などの要

望もあり、併せて調整を行っているところ

です。 

 協議の中では、現在の民生部の一部及び

美幌町社会福祉協議会の空きスペースへの

移転に当たって、個人情報保護の観点か

ら、他団体との間仕切り設置を希望する団

体もあり、各団体の配置について調整を進

めてまいります。 

 移転後も業務を円滑に行うことができる

よう、本年１０月末までには移転する団体

を決定し、２０２１年、令和３年の新庁舎

供用開始後は、移転先に配置できるよう環

境を整え、さらには、老朽化している施設

の縮減が図られるよう、引き続き取り組ん

でまいりますので、御理解をお願いいたし

ます。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 初めに、グルー

プ制の見直しから再質問させていただきま

す。 

 これまでの議論の結果、現在の担当をグ

ループにする、グループ長の主査がグルー

プ内を掌握する、課制の復活等を答弁いた

だきました。 

 私は、課制の復活については賛成いたし
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ますが、それ以外のグループ長が主査とい

うものが非常に分かりにくいです。現在の

担当をグループにするのでは、責任の所在

が明確にならない、あるいは指揮、命令が

うまくいかないように思いますが、現状で

本当にうまくいっているのでしょうか。 

 グループ制を用いることで、業務の集約

による統合が係制に比べてスムーズに行え

るというお答えですけれども、係制とこの

見直し後のグループ長などを比較して、ど

こがスムーズに行えるのか、具体的にお答

えいただきたいと思うのです。 

 実は、平成３０年６月にこの件について

一般質問した際に、今の総務部長、当時の

総務主幹がこのように答えていらっしゃい

ます。 

 現在のグループ制のほうが業務を進める

上でサポート体制が整っているのかという

アンケートの問いにつきまして、変わって

いないというのが目立った回答になってお

ります。その結果、課係制のときと比べ

て、組織運営上、それほど変わっていない

だろうという認識でありますと答弁してお

ります。 

 さらに、グループ内、いわゆる担当間の

壁を取り払ってグループ全体で一つの固ま

りとして仕事に当たっているかという問い

かけに対し、当時、副町長は決してそうな

っていないと答弁されています。これを受

けて、先ほどの答弁で、グループ長の主査

が掌握する形で現在のグループ制を残すと

いうことは、この答弁と整合していないの

ではないかと思います。 

 もともとの課係制、係長がいて係長が掌

握するのに対して、今度は主査がグループ

長になって掌握するようですが、具体的に

こういうふうになるのだというものがこの

答弁から見えないので、その辺をお答えい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま議員

から御指摘いただきましたグループ制の見

直しにつきましては、今、議員から御説明

があったとおり、平成３０年６月の議会で

町としての答弁をさせていただいておりま

す。 

 今回は、平成２９年にアンケート調査を

行いまして、その結果を踏まえて行政事務

改善委員会において１年半ぐらいかけて課

題をいろいろと整理した中で、美幌町の望

ましい行政組織の体制をどのようにするべ

きかということで意見交換を重ねてまいり

ました。 

 その中で、現在のグループ制について

は、一定程度その機能が発揮されている部

分はあります。それは協働体制として、グ

ループ内で何か新しい業務、新しい仕事が

突発的に発生した際に、グループ内の職員

が連携を深めながらしっかりと対応してい

こうということが現にできております。 

 そういったいいところを残しつつ、一方

では、先ほどの主幹などの名称が外部から

分かりづらいという御指摘も当然認識して

おりますので、改めるべきところは改める

べきだという意見で一致したところでござ

います。 

 １回目で答弁させていただいております

けれども、グループの単位を従来の課から

係に最小化するわけですが、その一つのグ

ループは、４名から６名ぐらいの職員の体

制が一番望ましいのではないかという結論

としております。ですから、新しいグルー

プが機能すれば、４名ないし６名の職員が

協働体制をしっかりと構築した中で、日々

の業務に当たっていくことになり、新しい

突発的な業務に対しても対応していく体制

がとれるのではないかということで考えて

いるところであります。 

 グループ長につきましては、現行は主幹

職になっておりますが、制度見直し後につ

いては、主査職が掌握するということで今

は考えてございます。 

 主査職がグループ長として役割を発揮す

るということは、整うまでの間は難しい面
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もあろうかと思いますが、今後は人口減少

が進みますし、行政組織の体制もその時々

に応じて見直しを図らなければならないと

思っております。 

 当然、管理職は今まで以上にしっかりと

能力を発揮するのはもとより、若い世代の

主査職が役場ですべき仕事をしっかりと認

識した中で、自分は何をすべきか、どうあ

るべきかという意識を高く持った中で日々

の仕事に向き合ってもらうことが必要だろ

うと思っております。ですから、人材育成

という観点も含めて、グループ長について

は主査職で考えたいと思っているところで

あります。 

 また、課制の復活につきましては、以前

より議員から御指摘があったとおり、分か

りづらいということは多くの皆さんの認識

が一致していると思います。そこはしっか

り改めて、見直し後については課の名称を

復活してまいりたいと、そのように考えて

いるところでございます。 

 十分な答弁にはなっていないかもしれま

せんけれども、以上、御答弁申し上げまし

たので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 先ほどの答弁に

基づいた考え方だと思いますが、協働体制

がグループ制によってとられているので、

いいところを残すということですが、逆に

質問しますが、課係制のときに協働体制は

とれていなかったのですか。 

 私は、課係体制のときも新たなことが出

てきたら、課長を中心に係長を集めてしっ

かりと連携をとっていたと思うのです。グ

ループ制になって、殊さら協働体制がとれ

るようになったと聞こえるのですけれど

も、昔の体制の中でも、職員の皆さんは、

課長を中心に係長を集めて連携をとりなが

ら、応援体制がとれていたと思うのです

が、グループ制は特にそういうところの効

果が上がったという評価なのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 先ほどの最初の質

問の中に、アンケートをとったときに、グ

ループ制によってそんなに変わっていない

ということと前副町長がグループの固まり

として仕事に当たっていないと発言をした

というお話がありました。 

 正直に言いまして、このシステムについ

ては、私が制度設計をしました。今回、担

当といろいろと話した中でいくと、職階制

の取扱いに対してまずかったかなというこ

とが一つの反省であります。 

 グループ制をする中において、職階制と

して美幌町がやってきたときには、部長と

しての立場があって、そこにグループがあ

って、その下もグループ化をしたのです。 

 それは、現場で一番働く係長たちにする

と、仕事の明確さというよりも、管理職が

何をやっていくかという指示をしっかり出

せなければだめだと思っていたので、私は

効果としては十分にあったと思います。し

かし、全てではないという思いはありま

す。 

 ですから、私が部長になったときは、グ

ループ制は非常にやりやすかったです。部

としての大きな器の中に課長がたくさんい

て、その中にそれぞれのグループがありま

した。 

 しかし、当時言われたことは、管理能力

がしっかりしていて、それぞれの部長なり

課長があなたは何をするかということを理

解していないと難しいということでした。 

 今回のいろいろな反省の中で、職階制を

下げようと。ですから、部長から課長に下

げて、課長がその中で何をやるかというこ

とを明記して、それをそれぞれの係長にフ

レキシブルに、あなたはこれをやりましょ

うということで明確にする。今までは、課

長にこういうことをやってと言ったら、課

長がその下の係長に何をやるかということ

が示せなかったことが問題だったのではな

いかと、当時、制度設計をした者として考
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えております。 

 先ほどのアンケートの中では変わってい

ないとか、固まりとして仕事をしていない

という話を別の立場で聞いていて、私は非

常に残念でした。名称的に分かりづらいと

いう部分は確かに否定できませんが、そう

いうふうに理解して、私も含めて皆さんが

この制度設計はこうだということが明確に

分かっていたら、グループ制に対しておか

しいという話にはならないと思います。 

 今回、皆さんで検討した中で、職階を下

げて課長を中心としたグループ制にしたい

という考え方に対しては、繰り返しになり

ますけれども、私が常々心配していた部分

をきちんと整理してくれたと思っています

ので、可能であればこういう体制を進めて

いただきたいという思いを職員に伝えてお

ります。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 平成１８年に導

入してから、この間、この問題を何回か取

り上げてきましたけれども、今の平野町長

の答弁だと、管理職がしっかりしていなか

ったから、このグループ制を導入したこと

をきちんと理解されないで、十分機能しな

いまま十数年がたったと聞こえるのですけ

れども、それは果たしていかがなものかと

思います。 

 もう一つは、このアンケートはたしか主

幹職にしかやっていないです。私は、その

ときに、主査職、係の人たちがこのことに

どう向き合って、十数年たってどんなふう

に受け止めているかということをしっかり

掘り下げるべきではないかということで、

意見をしっかり聞いた中で制度設計をした

らどうですかという質問をしました。 

 課長が中心になって内容をきちんと掌握

しながら、係長がそれぞれの部下に事務分

掌をうまく振り分ける形は、従前も課係制

の中ででき上がっていました。 

 当時の総務主幹から、取組についてどう

いうものがありましたかということで、そ

れを使っていた民生部長から、唯一、民生

部の事例を発表していただきましたけれど

も、それは、今も幾らでもできるはずなの

です。今、特にいろいろな形で国から多様

な課題を行政側に投げかけられて、それを

必死になって職員がこなしていく時代です

から、先ほど総務部長が言った協働といっ

たことは、これから欠かせない職員間の連

携だと思うのです。 

 私は、グループ長というものがよく分か

らないのですけれども、今のグループ制の

中でできることをやり切っていないところ

があると思います。新しい庁舎ができた

ら、何々部、何々課はいいのですが、グル

ープ長というものは、具体的にどんなふう

に表示して、どんな説明をイメージされて

いるのか、お答えいただけますか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 何点か御質問

いただきましたので、答弁漏れがございま

したら指摘をいただきたいと思います。 

 まず、グループ制の見直しに当たっての

アンケートですが、なぜ主幹職が対象だっ

たのかという御指摘だったと思います。 

 御承知のとおり、現行のグループ制につ

いては平成１８年４月にスタートしており

ます。当時もアンケートを実施しておりま

して、部長職、これは従前の課長職になり

ますが、こちらと主査職を対象に実施して

おります。 

 今回の見直しに当たっては、当時の大

課、大係制といいますか、従来の行政組織

を経験している職員なら、グループ制導入

後の効果があったか否かということの意見

をしっかり反映できるだろうということ

で、従前を知っている職員に同じ項目でア

ンケートをとるスタイルをとってございま

す。ついては、現行の主幹職を対象にアン

ケートを行って、平成１８年当時と２９年

の比較をした中で、制度設計がどうだった

のかという検証を行っており、その結果に
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基づいて、行政事務改善委員会で議論を進

めてきたわけであります。 

 それから、協働体制については、平成１

８年４月以前から協働体制がとられていな

いということは毛頭ございません。私もグ

ループ制以前を経験しておりますけれど

も、協働体制は当時からとられてございま

した。しかし、残念ながら、従前の係制の

ときに隣の係であっても私の仕事ではあり

ませんという風潮もあったのではないかと

認識しております。 

 現在、グループ制を導入して十数年たっ

ており、私は昨年まで総務グループの主幹

でしたが、総務グループの仕事を例に挙げ

れば、執務スペースは非常に長く、机が離

れております。ともすれば、同じグループ

の中でも、１日の中でどんな仕事をしてい

るのか分からない状況があるわけですが、

例えば、職員担当が事務量の多い仕分け作

業などをするときに、手の空いている人と

いうことで声をかけると、すぐに互いに気

づき合う関係性がしっかり根づいていると

見ているところです。 

 今、総務グループを例にしてお話ししま

したけれども、これは他の部署、部局を通

じて協働体制がしっかり根づいていると思

いますので、そこをしっかりと生かして、

新しい組織体制に見直していきたいと考え

ているところでございます。 

 以上、御答弁させていただきました。よ

ろしくお願いいたします。（「答弁漏れが

あるのですけれども、グループ長というの

を、今度、役場の新庁舎では、表記上、ど

うやってするのですか。すごくわかりづら

くて、その辺が見えないです」と発言する

者あり） 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 失礼いたしま

した。 

 主査職のグループ長につきましては、先

ほど、グループ内の職員は４から６名とい

うお話をしましたけれども、その職員の育

成もそうですが、グループ内で担当する仕

事の進捗管理……。（「そんなことを聞い

ているのではないです。どういうふうに表

記するのか」と発言する者あり） 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 係制をとらない

とすれば、主査は表記上でどういうふうに

なるのですか。 

 今、グループごとに表示板に表示してい

ますが、それをグループ長（主査）と答弁

していますが、グループ長を使ったら、住

民の皆さんはなおさら分からないです。で

すから、係でないとすれば、町民の皆さん

にどういうふうに分かりやすく表示するの

か、そういったところが具体的に決まって

いて、考え方があればお示しください。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 新庁舎になっ

たときの表示の手法だと思いますけれど

も、具体的にはまだ決まっておりません。

いずれにしても、訪れた方もそうですし、

外部の方に分かりやすい表記を当然考えて

いかなければならないと思いますので、時

間はございませんけれども、しっかり検討

してまいりたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 具体的なこと

は、これから煮詰めていく作業があると思

いますけれども、管理職だけではなくて、

職員から評価をしっかり聞いた上でどうな

のかということを全体で押さえながら、当

然、行政事務改善委員会の中には主査職も

入って協議をしているのでしょうから、職

員の声を聞きながらということですが、課

長は住民の皆さんにはすごく分かりやすい

と思うのですけれども、グループ長という

名称は住民の皆さんにとってどうなのかと

思います。その辺は実施までまだ時間があ

りますから、町民の皆さんの意見を聞く機

会があれば、ぜひしっかり受け止めてやっ



 

－ 305 － 

てほしいと思うのです。 

 どんな組織、仕組みをつくってみても、

先ほど総務部長や町長が答弁されたよう

に、職員の意識ですね。特に、それを掌

握、指導する管理職、主査職のマネジメン

トというか、能力がしっかり伴っていかな

ければ、どんなに名称を変えてもうまくい

かないことは歴然としていると思うので

す。 

 私は、当時、部長をさせていただいたの

で、グループ制のメリットは感じています

が、協働体制はグループ制ではなくても当

たり前のことだと思っています。また、今

もできるのに、実行していないから取り組

んでいないとは思いませんが、グループ制

を導入して十数年がたちますけれども、本

当に大変なときに部長や主幹の判断で横断

的に対応することが制度としてあるのに、

有効に使っていただけなかったことが非常

に残念でなりません。 

 そういった意味では、特に管理職のリー

ダーシップを発揮していただいて、流動的

な組織運営にしていくことで、大課大係と

いうか、そういう中で課係制がなじむので

はないかと思います。これは私の意見です

ので、残った期間で十分に検討していただ

きたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 職員のモチベーションを高めるための取

組ですが、先ほど、町長からいろいろ答弁

がありました。その内容を要約すると、管

理職等の自覚と部下への適切な指導、助言

が不可欠だろうと思うのです。私もそのと

おりだと思います。 

 町長は、町長就任後にモチベーションが

高くなったと感じていらっしゃいますか。

町長は、以前は教育長でした。それ以前に

も管理職などの経験をお持ちですが、実情

として現在モチベーションが高くなったと

感じていらっしゃるのかどうか、その辺の

実感をお答えください。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） すみません。

先ほどの答弁で漏れておりましたので、先

に御答弁をいたします。 

 グループ制について、当時アンケートを

実施したというお話をさせていただきまし

た。若い職員から意見をしっかり聞いた中

でというところで、私の説明不足だったの

ですけれども、行政事務改善委員会におい

て議論を１年半進めてきましたが、職員は

全員主査職ということで、３０代の職員が

たしか１４名入っております。 

 本当に活発な議論をした中で、新しい行

政組織のあり方について意見交換をして形

づくってきておりますので、そういう意味

では、若い職員の声もしっかり反映した制

度になっているということを御理解いただ

ければと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 実感としてという

質問をいただきました。私が町長になって

１１か月になった中では、モチベーション

が上がりつつあると理解しております。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 私も元職員でし

たから、経験上から、モチベーションを高

めるためには、上司が日頃の仕事を通じて

部下の仕事ぶりを十分観察して、できるだ

け具体的、客観的な事実に基づいて褒める

ということがすごく大事だと思うのです。 

 部下にとっては、上司から褒められて承

認されることで、部下の職員の欲求が満た

されて自信になり、それが達成感や成功体

験に結びついていくのだと思います。 

 しかし、自慢ではないのですが、私も職

員としてたくさんの失敗やミスを犯してき

ました。仕事でミスというものは残念なが

らつきものでありますけれども、現実にミ

スを犯したときに、なぜこんなことをした

のかという言葉で責任をただします。そし

て、逃げ場のない追及型になりがちです。 

 私が職員時代に読んだ本や受けた研修の
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中で、叱ると怒るを間違えてしまうと、職

員のやる気を失わせたり、上司の前で萎縮

したり、挑戦しない指示待ち型の職員をつ

くってしまうことになるので、役場の管理

職はそういったことをしっかり認識しなが

ら仕事に当たってほしいということを学ん

だ経験があります。 

 こういう話から、日頃からリーダーとし

て職員の様子をしっかり見ながらモチベー

ションを高めるということは管理職の仕事

だと思います。もちろん、主査職も監督者

として同じような役割を担っておりますの

で、そういったことを十分認識する必要が

あると思います。 

 先ほど、木村議員からも似たような研修

の質問がありました。町長はいろいろと答

えられていましたが、町民が求める職員像

というのは、端的に言うとどういう職員像

を意識しているのですか。また、モチベー

ションを高めるために、こういう職員であ

って欲しいということについて、短くでい

いので、町長の思いをお聞かせいただけま

すか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 私が町長になろう

としたときも、なった後も常に考えている

部分があります。 

 大きくは、本来の町長の役割は全体の町

民に対するかじ取り役であることと、一つ

の行政運営ということで考えれば、役場と

いう言い方はあまり適切ではありません

が、職員としての組織体のトップというこ

の二つを考えております。今、町民に対し

ていろいろな施策を示している中で、上杉

議員の御指摘の組織体をどう高めていくか

ということに対しては日々考えておりま

す。 

 そういった中で、今、上杉議員から助言

いただいた褒めることについては、私が町

長になったときに、ある方から、褒めるの

であれば、受容と傾聴、共感、称賛の四つ

は絶対に町長として忘れてはならないと言

われました。 

 そのことは私の心に受け止めて、それ以

外に、今質問された、組織にとってどうい

う職員を育てなければいけないかというこ

とをしっかり示して、それを組織体として

共有しなければ、私はだめだと思ったので

す。一部分だけ思うのではなく、組織とし

てこういう人をしっかり育てるためにはど

うしていくかということです。 

 今回の答弁にも書いてありますけれど

も、人材育成方針をしっかり見直した中

で、今、私が望んでいるのはどういう職員

かというと、信頼される職員であり、チャ

レンジする職員になってほしいという２点

をポイントとして考えております。そのこ

とをベースにして、形をつくり上げている

状況であります。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） まさに町民から

信頼される職員、チャレンジする職員とい

うのは大事な視点だと思います。そのこと

を実現させるためには、先ほど町長から答

弁があったように、管理職、主査職の皆さ

んにリーダーとしての自覚をしっかり持っ

ていただいて、若い職員を褒めることから

始まって、しっかり育てていくことが美幌

町をより元気にすることになるのだろうと

思います。 

 もう一つ、私は論語が好きなのですが、

「論語百章」という本の中の一節に、「子

曰く、君子は周して比せず、小人は比して

周せず」とあります。詳しく言うと、心豊

かな徳のある人は広く人を受け入れること

ができる、あまねく公平に人と交わること

ができる、心の小さな人は自分の気に入る

人ばかりと親しんで、広く人を受け入れる

ことができないと。これは、まさに人事を

する上で非常に大事な観点かと思います。 

 管理職の皆さんには今申し上げたことを

参考にしながら、俺が責任をとるから挑戦

してはどうか、しっかりやれという言葉を
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かけていただく職場風土にして、この部長

でよかった、この課長でよかった、そし

て、管理職が君のような部下を持って俺は

幸せだったという感じでお互いに認め合え

るような職場環境づくりを、これから平野

町長をトップに、特に管理職の皆さんにそ

のことを意識して取り組んでいただくこと

を求めて、この質問を終わりにしたいと思

います。 

 最後の質問でございますけれども、保健

福祉総合センターにつきましては、条例の

設置目的に沿って、現在、協議中とのこと

でございます。 

 平成３１年３月定例会の質問の際に、私

は、しゃきっとプラザに入っている美幌え

くぼ福祉会を利用する障がい者が増えて、

オホーツク総合振興局の指導監査を受けて

いるというお話をしました。センター内で

受託作業をしたり、休憩する環境が極めて

狭く、作業スペースと休憩環境を別に設け

るようにという口頭の指導を過去２年間受

けているということです。 

 しゃきっとプラザの有効活用について、

現に利用されている団体との意見交換の中

で、町としてそのことを十分認識されて対

応を考えているのか、現況での考え方につ

いてお答えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、新庁舎移転後のしゃ

きっとプラザにつきましては、現在ゆうあ

いセンターや地域振興センターなどが施設

の老朽化により雨漏りや照明器具の故障な

どで支障が出ているため、こちらに入って

いる団体の今後の施設の移転先ということ

で具体的に協議を進めているところでござ

います。 

 先ほど上杉議員からございましたえくぼ

福祉会ですが、作業環境とは別に休憩スペ

ースの確保が必要ということもお聞きして

おりますので、えくぼ福祉会とも確保がで

きるようなことで考えております。 

 具体的にどこの部署というところまでは

まだ煮詰まっておりませんけれども、障が

い者の皆さんが、よりよい環境の中で就労

に当たれるように配慮していきたいと考え

ております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 前回もそのよう

な質問をさせていただきましたが、団体と

話をされているということでした。私もあ

そこができた当時は仕事をさせていただき

ましたが、当時の障がい者の人数から見る

と相当増えて、言葉があまり適当ではない

のですけれども、劣悪な環境の中で作業を

しています。休憩スペースもない中で、本

当に御苦労されておりますので、ぜひ空き

スペースを活用して、障がい者福祉の向上

が図れるように取り組んでいただきたいと

思います。 

 現在、えくぼ福祉会以外に保健福祉総合

センターへの移転を希望している、あるい

は協議している団体等については、先ほど

民生部長からありましたゆうあいセンター

の移転のことも絡んでくると思いますの

で、その辺の協議状況について、差し支え

ない程度にお答えいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 福祉主幹。 

○福祉主幹（影山俊幸君） ただいまの上

杉委員の御質問でございますけれども、平

成３０年度に７回協議をさせていただいて

おりまして、平成３１年度には４回協議を

させていただいております。 

 この団体の方々は、先ほどのお話にあり

ましたゆうあいセンターとしゃきっとプラ

ザのえくぼ福祉会ですが、そちらと協議を

させていただいております。 

 町長からも答弁がございましたけれど

も、各団体からは個人情報の保護の観点で

間仕切りの設置の要望をいただいておりま

す。既存のしゃきっとプラザの施設にどう
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いった造作をして活用できるのか、また、

役場の別館についても間仕切りが必要とい

う御要望がありますので、現在のところ、

そういった部分も含めて、団体の要望に当

てはまるように調整し、取り組んでいると

ころでございます。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） 関係団体と協議

中ということですから、まだはっきりと固

まってはいないと思います。 

 そこでお尋ねしますけれども、ゆうあい

センターに入っている団体で、移転が厳し

いところがあると思います。私が知る限り

では、シルバー人材センターについては、

車両を持っているとか、いろいろな作業の

ための機械、備品等を持っておりますの

で、一定の車両スペースや保管スペースが

必要になってくるのではないかと思いま

す。他の団体について言えば、面積がどう

なるかということはありますけれども、う

まく仕切りをするとか、いろいろな加工を

していけば可能かと思います。 

 現状でシルバー人材センター以外に移転

が難しいと思われる団体があれば、お答え

いただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの御

質問でございますが、現在、ゆうあいセン

ターに入っている団体につきましては、今

の段階で、ほぼしゃきっとプラザに移転が

可能とお聞きしております。 

 しかし、今、議員がおっしゃったシルバ

ー人材センターにつきましては、車両や物

置など、いろいろな器具をたくさん持って

おり、そういったものを保管できるスペー

スが必要ということがありますので、しゃ

きっとプラザ、もしくは庁舎の別館では厳

しいと考えているところでございます。 

 それではどこがあるのかということです

けれども、団体とは具体的にここというこ

とでの協議には至っておりませんので、今

後、町が持っている遊休の公共施設等を検

討して団体に打診して決めてまいりたいと

思っております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） おおよそ全体像

が見えてきました。 

 私が質問した団体については、しゃきっ

とプラザと別館に移転できるように、町と

しても、鋭意団体の意向を聞きながら協議

して移転できるようにするということであ

ります。 

 以前の町の話では、あそこから全部の団

体が出れば、狭隘になっている国保病院の

駐車場スペースにするということでした。

別に解体しなくても現状で駐車場スペース

がとれると思いますが、もしうまく全部移

転できれば、解体して跡地を利用をする考

え方があるのかどうか、方針が決まってい

ればお答えいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 新庁舎ができて、

移転に伴ってスペースが空くことや従来か

ら耐震化ができていないなど、どこかで整

理しなければいけないということで、今、

いろいろなことを検討しております。 

 今、議員から御質問いただいた組織等に

ついては、先ほどの那須部長の繰り返しに

なりますけれども、既存の施設をうまくや

りくりして整理をして、その中で、病院の

駐車場など利便性が図れるものについては

解体をすると考えていますけれども、今は

解体すると言い切れない状況であります。 

 この辺は、予算を見ながら、時期や利用

も含めて御指摘があったことをしっかりと

踏まえて、再度関係する団体と調整をして

いきたいと思いますので、御理解をよろし

くお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １２番上杉晃央さ

ん。 

○１２番（上杉晃央君） ただいま町長か
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ら答弁をいただきましたが、いずれにして

も、しゃきっとプラザ、別館を有効活用し

て、皆さんにとって有効に利用できること

が一番大事だと思います。 

 そのことは、もちろん町民の皆さんにと

ってもプラスになる部分もたくさん出てく

ると思います。先ほどの主幹のお話です

と、今まで回数をかなり重ねて丁寧に協議

されているということでございます。利用

団体の要望については必要な予算措置など

も伴ってまいりますので、今後、移転した

それぞれの団体が、従前よりも充実した活

動ができる場所の提供となるよう期待し

て、私の一般質問を終わりたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、１２番上

杉晃央さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１３時３０分といたします。 

午後 ０時１１分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 １時３０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １０番坂田美栄子さん。 

○１０番（坂田美栄子君）〔登壇〕 私

は、さきに通告してあります教育行政につ

いて３点、保健行政について１点質問させ

ていただきます。 

 まず最初に、教育行政について。 

 一つ目として、特別支援教育の充実につ

いてです。 

 近年、ＡＤＨＤ、注意欠陥多動性障害や

ＡＳＤ、自閉スペクトラム症などの発達障

がいの子供たちが増えている状況にありま

すが、将来、子供たちが社会に貢献できる

人物に成長するためには、幼少期から適切

な教育を受けることが重要と考えます。 

 全国の公立小中学校の通常学級に在籍す

る児童生徒のうち、発達障がいの可能性が

あるとされている児童生徒は６.５％に上る

と言われており、単純計算ではあります

が、何らかの発達障がいの可能性がある児

童生徒は、３０人学級に約２名いるという

計算になります。 

 美幌町における特別支援教育の現状と令

和２年度に支援員を増員予定とのことです

が、具体的な充実策をお示しください。 

 二つ目は、学校図書館の機能の充実につ

いてです。 

 学校司書の配置が難しい状況から、町立

図書館の司書が巡回する対応となりました

が、その後の児童生徒の学校図書館の活用

状況と今後の新たな取組についてお示しく

ださい。 

 ３点目です。 

 高等学校との連携・支援についてです。 

 小１プロブレム、中１ギャップに次い

で、高１クライシスが深刻な問題となって

います。 

 苦しい受験競争を乗り越えて合格し、期

待に胸を膨らませて入学しても、待ち受け

る現実は厳しいものがあり、高校教育の現

場は今、入学後の生活や人間関係になじめ

ず、不登校や退学に陥る高１クライシスが

問題化しています。 

 新たな環境に身を置くことが多くなるこ

とから、精神的に不安になったり、心身の

健康を害したり、いじめの標的になった

り、自負していたものが高校に入ってみて

気づかされることが多くなり、自信喪失等

も高１クライシスに陥る原因となってお

り、美幌高校も例外ではないと考えます。 

 こうした問題に対しては、自治体による

取組も始まっていますが、美幌町としての

今後の取組について、考え方をお示しくだ

さい。 

 保健行政については、新型コロナウイル

ス感染症対策についてです。 

 昨年１２月、中華人民共和国湖北省武漢

市において、新型コロナウイルスに関連し

た肺炎の患者が複数確認され、その後の国
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の水際対策などにもかかわらず、国内での

感染症患者数が日々増加している状況にあ

ります。 

 北海道は、各保健所に帰国者・接触者相

談センターを設置し、感染症の疑いがある

患者に対して、診療体制の整った医療機関

を受診することとしています。 

 道内でも感染者が発生していますが、感

染経路が不明であったり、症例定義に当て

はまらない感染症患者が増えるなど、ウイ

ルスという目に見えない恐怖と、治療薬が

確立されていないことから不安が広がって

いるのが現実です。 

 住民に一番近い行政機関として、町民に

対する正しい情報や感染予防対策の周知が

必要と考えますが、町の取組についてお示

しください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 坂田議員

の御質問に答弁いたします。 

 なお、教育行政につきましては、後ほど

教育長から答弁させていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症対策について

でありますが、新型コロナウイルス感染症

の国内での発生が継続的に報告され、感染

者数は日々変化している状況にあります。 

 国では、２月１日に感染症法に基づく指

定感染症に位置づけて、対策の強化を図っ

ているところであります。 

 一方、１人の患者が何人に感染させるか

という感染力の指標である基本再生産数で

は１.３から２.５人と推定されており、季

節性インフルエンザの１～２人と比較する

とやや上回る程度という報告もあります。 

 また、死亡者のほとんどが高齢者や基礎

疾患のある方で、国内での致死率は高くな

いとも言われています。 

 現段階での感染拡大防止対策は、手洗

い、せきエチケット、手指消毒など、通常

のインフルエンザや風邪と同様の対策とな

っております。 

 町の取組といたしましては、町民の皆様

に、感染症防止対策としまして、１月２９

日よりホームページにおいて情報の提供と

注意喚起を図り、３月号の広報で相談窓口

について周知を図ったところであります。 

 また、庁舎及びしゃきっとプラザの窓口

に手指消毒薬の設置や、トイレや手洗い場

に望ましい手洗い方法の掲示により啓発を

行っているところであります。 

 新型コロナウイルス感染症の拡大が今後

も想定されることから、町としましても、

情報収集に努めるとともに、国や北海道の

動向や指示を確認しながら、町民の生命と

健康を保持するための対策を迅速に講じる

ことができるよう、努めてまいりたいと考

えております。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願い致します。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 坂田議

員の御質問にお答え申し上げます。 

 御質問の１点目、特別支援教育の現状と

令和２年度の具体的な充実策であります

が、本年２月１日現在、特別支援学級在籍

数は、小学校が１００名で全体の１１.

５％、中学校が１４名で全体の２.８％とな

っております。 

 こうした中、各校では、一人一人の教育

的ニーズを把握し、その可能性を最大限に

伸ばし、生活や学習上の困難を改善または

克服するため、適切な指導及び必要な支援

を行うとともに、特に配慮が求められる児

童生徒については、支援員を配置した中で

対応しております。このほか、美幌小学校

では、ことばの教室において言語の通級指

導を行っており、他校を含め約８０名が通

っている状況にあります。 

 一方、令和２年度の支援員の増員につい

ては、在籍生徒の増加に伴い、美幌中学校

に新規で１名配置する計画であり、町内５

校で２２名の配置を予定しております。 

 今後とも、教育現場の多様性を確保しつ

つ、学校、家庭、教育委員会が一体とな



 

－ 311 － 

り、特別支援教育の充実に努めてまいりま

すので、御理解願います。 

 次に、２点目の学校図書館の活用状況と

今後の新たな取組についてでありますが、

貸出冊数について、美幌小学校は平成３０

年度が４,００１冊、令和２年１月末現在で

５,７１１冊、美幌中学校は平成３０年度が

３０７冊、令和２年１月末現在で８１１冊

となっており、他の小中学校においても前

年を上回る貸出数となっております。 

 また、巡回司書の取組については、例え

ば、旭小学校は昼休みを利用した読み聞か

せ活動、北中学校では登山行事に合わせ、

植物を図鑑で調べるなどの授業補助を行う

ほか、各学校とも工夫を凝らした展示など

にも取り組んでおります。 

 なお、小学校では、保護者アンケートか

ら読書活動に対して高い評価を得ており、

読書が好きという児童の声も増えたと学校

現場から聞いているところであります。 

 このように、貸出冊数の増加や保護者か

らの好評といった背景には、本年度から図

書館司書を２名体制に強化したことが功を

奏し、学校図書館が子供たちにとって安心

して読書をしたり、本を借りたりすること

ができる、より身近な存在であると認知さ

れた成果と考えております。 

 今後の新たな取組としては、巡回司書に

よる小学校全体での給食時間における読み

聞かせや学校図書館の活用のための教科ご

との学習一覧表の作成などを検討している

状況にあります。 

 今後とも、児童生徒にとって、より一層

楽しい学校図書館となるよう機能充実に努

めてまいりますので、御理解願います。 

 次に、３点目の高１クライシスの町の今

後の取組についてでありますが、文部科学

省の平成３０年度調査によりますと、全国

で４万９,０００人の高校中退者がおり、そ

のうち１年生が最も多く、３年生の４倍以

上という数字であります。中退理由は様々

でありますが、４割近くが学校生活に問題

を抱えての中退ということであります。 

 本町の今後の取組としては、これまでと

同様に、地域の子供は地域で育てるという

視点に立って、町内全小中学校と美幌高校

が参画する美幌町生徒指導連絡協議会や美

幌町青少年問題協議会での情報交換と共

有、美幌町教育相談室の利用のほか、令和

２年度から始まるキャリア・パスポート

（小学校から高等学校を通じて自身の変容

や成長を自己評価するノート）の活用を考

えております。 

 いずれにしましても、生徒を孤立させな

いことが一番大事なことであり、引き続

き、中高連携はもとより、関係機関の協力

を仰ぎながら、高等学校との連携・支援に

取り組んでまいりますので、御理解賜りま

すようお願いいたします。 

 以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 答弁いただきま

したので、まず最初に、教育行政の特別支

援教育の充実についてから再度質問をさせ

ていただきます。 

 特別支援教育の充実につきましては、令

和２年度の教育執行方針にもしっかりと明

記されておりますので、十分理解をしてい

るところでございます。 

 ただ、気になりますのは、令和２年度の

予算参考資料を見ますと、特別支援学級在

籍数は、２月現在で、小学校が１１２名、

中学校が２２名となっておりますが、先ほ

どの教育長の答弁の数字と少々違っている

と認識しております。これは数の問題では

ないと思っていますが、４月からの新入学

児童を含めると、増える状況にあるのでは

ないかと思っているところです。 

 これは、決して多い数ではないと思いま

す。通常は低年齢において発現するもので

すが、障がいの種類の多様化による質的な

複雑化も進行して、障がいの種類を明確に
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診断することが大変難しい状況とされてお

りますので、学校での対応についても非常

に難しいものがあると思っています。 

 そこで、令和２年度から２２名の特別支

援員の配置を考えているようでありますけ

れども、障がい児童生徒一人一人の教育ニ

ーズに応じた教育支援を行えるようにする

ためには、この人数で十分と考えていらっ

しゃるのかどうか、その点についてお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 議員がおっしゃる

ように、近年は特別な支援を必要とする児

童生徒は増加傾向にございます。それだけ

悩みや不安を抱えている子供たちや保護者

がいるということを改めて認識していると

ころであります。 

 その上で、子供たち一人一人が安心して

学校生活を送れるよう、子供たちのための

最善の教育の場を提供していく、このこと

が教育委員会の使命だと思っているところ

であります。 

 今の支援員の数がこれで十分かというお

尋ねでございますが、現段階におきまして

は、ほぼこれで充足しているという認識で

ございます。また、今後、学校生活が始ま

っていく中で、様々な支障等がございます

けれども、その辺につきましては、柔軟に

対応できるものはしていきたい、そう思っ

ているところであります。よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 答弁いただいた

ように、障がいを持っているからといっ

て、必ずしもその子に支援員がつかなけれ

ばならないということはないかもしれませ

ん。 

 私は障がい児の人たちと１年に１回イベ

ントを組ませていただいておりますけれど

も、その中で、軽い障がいを持つお子さん

と重度な方が結構増えてきている状況にあ

るということは認識しています。 

 先ほど言われた５校で２２名とすると、

それだけの数で本当に充足されるのかと疑

問を感じます。親たちは自分の子供たちが

障がいを持っているという認識が薄いこと

と、将来、社会に飛び立つための下準備と

して訓練してほしいという期待をすごく持

っていると思うのです。そんな中で、小学

校の生活は基礎になる一番大事な時期だと

思っているので、この数で本当にいいのか

という思いで質問させていただいておりま

す。 

 令和２年度の授業が始まった段階で、も

し手のかかる子供たちが増えてきている状

況だと判断した場合は、途中でも支援員を

つけるという考え方はお持ちでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) まず、美幌町の背

景といたしましては、地元に美幌療育病院

がございます。こちらの作業療法士は、教

育審議会の委員にもなっていただき、幼児

期から発達支援センターや両幼稚園と積極

的に関わっていただき、町内の子供の状況

を非常によく把握いただいている状況であ

ります。 

 また、美幌療育病院の作業療法士や言語

聴覚士に、年に４回、各校において学校訪

問相談を行っていただいています。この中

で、特別な支援を必要とする児童の支援や

相談を行っていただいている状況にありま

す。 

 さらに、現在の教員の配置状況でござい

ますが、特別支援のコーディネーターを小

学校に２名、中学校に１名配置しておりま

す。このような中で、各教員とも研修活動

に非常に力を入れて、中には特別支援学校

と人事交流をして町内に帰ってきて特別支

援を受け持っておられます。必ずしも十分

な体制とは言えないですけれども、非常に

手厚い指導体制は整っていると認識してお

ります。 

 そのような状況の中で新年度をスタート
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していくわけでありますが、実際にやって

みて非常に厳しいといったことがありまし

たら、教育委員会として学校と十分に連携

を取りながら適切な対応をとっていきたい

と思っておりますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 説明の中では、

よく理解しております。 

 しかし、一番気になっていたのは、ある

学校で、令和２年度の新入学児童の中に、

２６名中に障がいを持たれている子供たち

５名くらいが入学するという話を伺ってい

ます。親たちの中には本当に十分な教育を

受けさせてくれるのだろうかと心配して話

をされている人もいまして、そういうこと

があって今回は質問をさせていいただいて

おります。 

 それから、教育長の執行方針の中に、イ

ンクルーシブ教育の理念に基づいて、障が

いのある児童生徒一人一人の教育的ニーズ

に配慮した体制をとっていくと書かれてい

ました。それも十分理解をしているところ

でありますけれども、学習上の困難を改善

するとなると、非常に厳しいものがあると

思っています。 

 新年度が始まった段階で、そこを見極め

ながら、支援員の配置、それから、今言わ

れた療育病院の作業療法士など、いろいろ

な人たちとの連携をとっていくだろうと思

うのですけれども、一人一人のニーズに合

った計画をしっかり立てて取り組んでもら

うしかないと思います。 

 それから、小学校でいろいろな活動がで

きる状況をつくっておかなければ、少しず

つ年齢が高くなるにつれて、そういうもの

を引きずっていかなければいけないという

ことが起きますので、しっかりと連携をと

って対応できるようにしていただきたいと

思っています。教育長は、そこのところを

十分踏まえて取り組んでいただけるものと

思っていますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 議員がおっしゃる

ように、やはり保護者の方々が一番不安に

思うところだと思っておりますし、特に、

新たに小学校１年生になるお子さんにつき

ましては、なおさらだと感じているところ

であります。 

 先ほどの話に戻りますけれども、幼稚園

や発達支援センター、保育所等々と連携し

ながら、そして、新たに１年生に上がる御

家庭に対しましては、学校と、時には保育

所、幼稚園と連携しながら保護者の方々と

面談を重ねて、小学校の授業はこういった

授業、小学校の生活についてはこういった

ことですという説明をしながら、お互いに

不安のないように努めているところであり

ます。 

 また、入学後におきましてもきめ細やか

な対応をしていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 二つ目の学校図

書館の機能の充実について、再度質問をさ

せていただきます。 

 学校図書館の以前のあり方についてはど

のように整理されていたのか、私にはわか

りかねますが、学校図書館司書を配置して

ほしいという要望は何度かさせていただい

ておりました。しかし、なかなか配置でき

る環境にないということで、児童生徒たち

にとって学校図書館が利用しやすい状況に

なっていたかというと、非常に問題があっ

たのではないかと思います。ほとんど関心

を持たれない存在だったと感じざるを得ま

せん。 

 近年は、子供たちの読書離れ、活字離れ

が取り沙汰されるようになりまして、学校

図書館を活用した授業改善に取り組む学校

が増えてきているのは御存じのことと思い
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ます。 

 美幌町は、学校図書館司書を配置できる

環境が整備されないことから、２年前から

町立図書館司書が町内の小中学校を巡回す

ることになりましたけれども、１年目は１

か月に１回程度の巡回でしたので、ほとん

ど変わらない状況だったと思います。２年

目からは巡回の回数が増えまして、その結

果、子供たちがやっと図書館に足を運ぶよ

うになってきたと理解しているところで

す。 

 巡回されている司書の方の新たな取組に

よって、貸し出し数が増えてきたことは大

変喜ばしいことだと思っています。それで

も、１か月に２４冊から２５冊程度の利用

状況であると考えます。中学校でも増えて

いる状況との答弁がありましたけれども、

まだまだ最低ランクだと感じるところで

す。 

 学校図書の内容はどうなのか、教育長と

してはどのように認識されているのか、ま

ず、その点について考え方をお示ししてい

ただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 学校図書館の関係

でございますが、学校図書館の現状でいき

ますと、レイアウトなどを非常に工夫し

て、本当に行きやすい場所になったと感じ

ております。 

 私は勉強不足でございますが、今の状況

になる前は認識がないのですけれども、何

十年か前の自分の学生時代と比べまして

も、やはり雲泥の差といいますか、非常に

行ってみたいというレイアウトになってお

ります。 

 その背景には、配置されている学校図書

館司書が子供たちの気持ちになって、読ん

でみたくなる並べ方や動線などに気を使っ

ているからだと感じております。 

 また、巡回司書の取組内容につきまして

は、読み聞かせやブックトーク、本棚整

理、非常にタイムリーな選書など、今の時

期はこういった本が喜ばれるのではないか

ということを図書館内部で検討して並べて

いる状況にあります。 

 また、今後の本の選書につきましても、

子供たちの意見や教員の意見を聞くなど、

図書館内部での検討を踏まえて結びつけて

いきたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 教育長の子供の

頃から比べると、図書館の内容が相当充実

しているということは、私も理解できない

ことではないと思っています。 

 しかし、学年に本当に合った図書につい

ては、最近はいろいろな町民の方から学校

図書への寄附をいただいていることで、あ

る意味、充足されてきていると理解してい

るところですが、子供たちに図書館を利用

してもらえないことは問題かと思っていま

す。 

 本を読むことで、コミュニケーション能

力の手段としての読む力や書く力、言語能

力が高められる利点がありますが、それは

十分御理解のことと思います。 

 読書量が不足して想像力に欠けているの

で、相手の想像力を頼ってメールで済ませ

ようとするのが現代の子供たちかと理解を

せざるを得ないところもあります。 

 これは余談ではありますが、電子書籍で

は脳は活性化しないと言われています。電

子書籍より紙の本を読んだほうが想像力や

思考力は高まります。子供の頃から電子教

科書を用いて、キーボードで活字を操れる

ようにするのは決して悪いことではありま

せんが、記憶に定着しないということも言

われています。 

 電子書籍を使って文字を書くことが少な

くなると、想像力や思考力が欠如するのは

当然の結果と言われています。いずれにし

ても、子供たち、児童生徒が楽しみなが

ら、目的を持って学校図書館に足を運びや
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すい環境、本を借りに行きたいと思えるよ

うな環境を整備することが大事だと思って

います。 

 自治体によっては、学校図書館を生かし

て授業改善に取り組んでいるところがある

ことも御存じのことと思います。そこまで

にはならないとしても、子供たちが喜んで

本を手にする、図書館に足を運ぶことが一

番大事なことと思っています。 

 それから、先ほど答弁いただいたよう

に、小学生に給食時間に読み聞かせをする

ことは、それによって子供たちが本に関心

を持つので、いいアイデアだと思っていま

す。 

 もう一つ、活字離れ、読書離れの深刻な

ところとして、中高生が一番強いと思って

います。中学生に対しても対応していくこ

とが必要ではないかと思いますので、そこ

は知恵を絞るしかないと思っています。 

 都会の学校では、図書館を利用した調べ

学習などを中心に授業改善に取り組んでい

るところもありますので、参考になると思

います。また、インターネットにはいろい

ろなところの紹介が出ていますが、そうい

うものと全く同じことをするのではなく

て、参考として美幌町の学校図書に関する

情報提供をしながら取り組んでいくことも

必要ではないかと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 議員のお話の冒頭

にありましたが、今はパソコンやスマート

フォンといった時代にありますけれども、

私も議員と同じく、そういった時代にある

からこそ活字が大切で、行間に何が入って

るのかということを読み解く想像力や発想

力を養うという意味では、本は最適である

と認識しております。 

 今、町ではゼロ歳、３歳、６歳と幼児期

から絵本に親しむ取組をしておりますけれ

ども、小学生や中学生に対してもこういっ

た取組をさらに継続して、本の本当のすば

らしさを認識していただけるよう、学校図

書館と連携してまいりたいと思っておりま

す。 

 そして、授業改善の話でございますが、

今、実際に小学校と中学校のどちらもやっ

ております。例えば、課外授業に出かける

といったテーマを設定して、そのためにど

ういったものが必要かとか、そこにはどう

いったものがあるかということについて

も、学校図書館の図書を通じて組み立てて

いく仕掛けを、図書館司書と教員が連携し

て取り組んでおります。 

 このような形で、図書を使った授業改善

の方法は、かなり幅広い分野で使っていけ

るものと考えておりますので、こちらにつ

きましても学校と連携して取り組んでまい

りたいと思っております。よろしくお願い

します。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 取り組んでいる

ことについては理解をしたいと思います。 

 もう一つだけお聞きしたいのは、今、巡

回司書が２名います。町内の小中学校は５

校ですから、その５校に対して、２名の巡

回体制で十分間に合っているのかどうかと

いうところです。その点についてはいかが

ですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 巡回体制でござい

ますが、今、中学校２校には週２回になっ

ております。一方、小学校につきましては

週に１回という状況にあります。あと１人

いれば２回の体制が可能となりますが、今

後、１名増員しなくても内部でできるかど

うか、またどのような形でやっていけるか

ということも含めて検討してまいりたいと

思っておりますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 普通ですと、各
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学校に学校図書館司書が１名配置される基

準になっていますが、週１回程度の巡回で

すと十分な作業ができないと思いますし、

いろいろな計画を立てても計画どおりに進

んでいかない状況もあるのではないかと考

えます。 

 基本は各学校に司書が１人という考えで

いけば、週１の巡回では非常に厳しいので

はないかと思います。その辺は予算がない

という話になってくるかもしれませんが、

子供たちの読書に対する関心や子供たちが

成長する段階に必要な想像力、能力などを

きちんと備えるためには、必要なものをき

ちんと整備していく必要があると思いま

す。そこについてはいかがですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 先ほどの答弁で漏

れていた点でございますが、今、各学校に

は、図書館司書の資格を持った教諭が大体

２名ずつ配置されておりますので、何らか

の形で学校図書館運営に携わっていただい

ております。こういった方々と協力しなが

らよりよい方向に持っていきたいと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 高等学校の連

携・支援について、再度質問させていただ

きます。 

 高等学校の連携・支援については、道立

高校の問題なので、美幌町教育委員会とは

直接関係ないのではないかという意見も確

かにありました。しかし、私が申し上げた

かったのは、美幌町にある高校と連携して

しっかり取り組んでいくべきではないかと

いう思いがあって、今回質問させていただ

きました。令和２年度の教育執行方針の中

でも、高等学校との連携・支援について明

記されています。 

 美幌高校に入学されてから中退されるの

は新しい話ではありません。２年か３年前

だったと思いますけれども、せっかく町外

から美幌高校に入学されても１年生で中退

されている人が何人かいたのは現実にあり

ました。 

 ですから、そういう子供たちが１年生の

ときに中退しなくてもいいように、美幌に

ある高校としていろいろな協議会や団体な

どと連携をとって、やめていく子供たちが

いなくなるようにしていくのも私たちの使

命ではないかと考えまして、今回質問をさ

せていただきました。 

 入学するときに厳しい試験をくぐって、

せっかく入学までたどり着いて、親も子も

胸を膨らませて学校に入ってきて、いろい

ろな状況があって中退せざるを得なくなる

までにはいろいろな葛藤があったと思いま

すが、親も子も相当つらい思いをされたの

ではないかと思っています。 

 そのようなことから、美幌町として美幌

高校を選んでもらう一助とするためにも連

携が必要だと思いますが、いかがでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 美幌高校との連携

でございますが、まずは地域の子供は地域

で育てるという考え方に立った上で進めて

いる状況であります。また、昨日までの予

算審議の中でも、美幌高校の振興、発展な

どについて議論をいただいたところであり

ますが、高校の魅力発信のために町も一緒

に取り組んでいる状況にあります。 

 お互いに線を引くところは線を引かせて

いただいておりますけれども、地域の子供

たちが困っているときは一緒に考えていき

たいと思っております。 

 その一つとしましては、教育相談室でご

ざいますけれども、こちらにおいては中学

校から相談に来ていた子が高校に行っても

相談に来ているということがありますし、

相談員からも声をかけている状況にありま

す。 

 さらに、１回目の答弁でも申し上げまし

たけれども、青少年育成協議会等の二つの
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団体の協議会があります。こちらは主に生

徒指導等を行っている機関でございますけ

れども、この中には、町内の５校の小中学

校、そして、高校の生徒指導の担当の先生

も入っておりまして、あの子はどうだいと

いう声かけをしていただくなど、情報の共

有を図っているところでもあります。 

 また、高校からお話を聞いた中では、例

えば、悩みを抱えた生徒がいた場合は、当

然ですが、担任や生徒指導部が丁寧な聞き

取りを行い、問題解決に向けて取り組んで

おり、さらに、本人や保護者が希望した場

合は、スクールカウンセラーの派遣を要請

するなどの対応をとらせていただいている

ということであります。 

 議員がおっしゃるように、縁あって美幌

に来て学んでいただいている子供たちもお

ります。町も情報共有をしながら子供たち

をしっかりと導いていくことは教育委員会

の務めであると考えておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) 進学に伴って、

小１プロブレム、それから、中１ギャップ

と呼ばれる子供たちは、小学校の頃からい

ろいろな問題を引きずりながら高校に入っ

てくるということです。高校に入ってか

ら、学校やその生活に対して不適応という

ことで中途退学されてしまう可能性を秘め

ていることはよく理解されていると思いま

す。 

 例えば、生徒を送り出す側の自治体の学

校と中学校時代のいろいろな状況が分かっ

ている学校との連携、また、こちらからほ

かの学校に行ったときに子供を送り出す側

の自治体、学校同士の情報交換もこれから

は必要になってくると思うのです。お互い

の情報交換によって子供たちが学校をきち

んと卒業できる環境づくりがこれから必要

になってくると思います。 

 今の子供たちは、どちらかというと兄弟

も少なく、物が豊富で我慢することもでき

ない状況で育ってきているというか、どち

らかというとちょっとしたことでくじけて

しまう一面を隠し切れないところがありま

すので、そういう子供たちをいかに守って

いくかということも大事なことと思ってい

ます。 

 中退したままで最終学歴が中卒となる

と、職業選択の幅が狭まって厳しくなって

いくと思います。せめて高校を卒業するま

では、地域の人たちなどといろいろな連携

をとりながら取り組んでいくことが大事だ

と思いますので、そういうところで取り組

んでいただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長(矢萩 浩君) 学校との連携とい

うことですが、中学校３年生から高校１年

生は、学習だけではなく、生活面など様々

なことに対してそれぞれの学校の教員同士

が情報交換をしていくことが非常に大切な

ことだと思っております。 

 そういった校種間の連携は、教育委員会

としましても高校との意見交換や懇談をす

る場面がよくありますので、そういったこ

とが可能なのかどうかを含めて、いろいろ

なことを投げかけていきたいと思っており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番(坂田美栄子君) それでは、新型

コロナウイルス感染症対策について再度質

問をさせていただきます。 

 現在は、テレビをつければどこの放送局

もコロナウイルス感染症の議論ばかりで

す。美幌町民としては、どうしたらよいの

か不安の中で日々生活しているのが現実か

と思っています。 

 先日、チラシを配っていただいたので、

町民の人たちは少し安心したと思います

が、最初の答弁にありましたように、広報

３月号に相談窓口を開設したという案内が

出ているということでしたので、私も広報
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を見てみました。しかし、どこに載ってい

るか全く分からなかったので、１枚ずつ見

たのですが、３回目でやっと分かりまし

た。大事なものは、もう少し分かりやすく

載せてほしいと思いました。 

 北見市では、２月１９日に窓口を開設し

たら相談者が殺到して大変な状況だったと

いうことを聞いております。 

 美幌町は、最初に一般質問された方の答

弁では開設してから９名ということだった

ので、相談窓口を開設していることが分か

らなかったのではないかと思います。大事

なことを広報紙に載せるのであれば、もっ

と分かりやすく載せていただければよかっ

たのではと思いましたので、そのことにつ

いては一言申し上げたいと思います。 

 相談されても非常に厳しいものがあった

のだとは思います。町民の人たちの中に

は、どこに相談したらいいのかということ

で、持病を持っている人や高齢の人たちに

とっても、新型コロナウイルスがどんなも

のなのかも分からず、心配されている人が

たくさんいました。しかし、私としてもそ

ういう人たちから連絡を受けても、何とも

答えようがなかったという状況でした。 

 それから、答弁の中で、情報提供につい

ては、ホームページに出ているという話を

されていました。しかし、先日、何人かに

聞いてみたら、ホームページとは何だと言

う人たちが結構多かったです。ホームペー

ジといっても見てもらえる数は限られてい

ると思いますが、今回のようなチラシだと

分かりやすいので、本当によかったと思っ

ているところです。 

 それから、今回は、発熱外来が設置され

ましたというチラシが出ていまして、先ほ

ど見せていただいたのですが、これについ

ても本当によかったと思います。 

 今、コロナウイルスに関係した情報がい

ろいろなところから発信されていまして、

町に発熱外来が設置されたということで対

応ができてきている状況にありますので、

私から、あえてこうしてほしい、ああして

ほしいということはありませんが、こうい

う情報提供はもう少し早く出していただけ

ればいいのではないかということを言いた

いと思います。それについてはどうでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回の新型コロナ

ウイルス感染予防に関しましては、国なり

道がやるべきこととして要請されているこ

とはきちんとやってほしいということと、

私どもとしても、町としてやれることは全

てやってきているつもりであります。 

 結果として御批判があることに対して

は、町長としてしっかり受け止めたいと思

っていますし、これからできることは一個

一個を確実にやっていきたいと思っていま

す。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） 美幌町には町

立の国保病院があるということが大きな救

いだと思いますが、受入れ体制について、

もう少し早く態度を決めていただければ、

町民の人たちはもっと安心できたのではな

いかと思います。国と道の指導もあったの

で、それを急いで決めることはなかなか難

しい状況だったのかもしれません。 

 しかし、自治体としてどうするかという

ことは必要ではないかと思いまして、その

ことだけは強く申し述べておきますので、

受け止めていただければと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） １点、国保病院の

名誉というわけではないですけれども、今

回、発熱外来の開設を決断したことに対し

て、私は院長に敬意を表したいと思ってい

ます。 

 私ども町立病院としての役割があるとい

っても、これだけ情報が入ってこなかった

り、医療用の物品などがきちんと入ってこ

ない中、リスクを負いながら、町民の不安
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を少しでも解消したいということで発熱外

来を設置されました。 

 今回の進め方に対しては、タイミングの

ことなどをいろいろと言われていますけれ

ども、こういう形で院長が決断されたこと

に対しては、町民の方にしっかりと分かっ

ていただきたいと思います。 

○議長（大原 昇君） １０番坂田美栄子

さん。 

○１０番（坂田美栄子君） そのことにつ

いては十分理解を示したいと思います。 

 しかし、町民は何が何だか分からないで

生活しているのも現実なので、そこのとこ

ろをどの程度までお知らせできるかという

ことも含めて考えていただければありがた

かったと思っています。 

 今、こういうふうに対応してもらえてい

るという意味では感謝したいと思っていま

す。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） これで、１０番坂

田美栄子さんの一般質問を終わります。 

 暫時休憩をします。 

 再開は、１４時４０分といたします。 

午後 ２時２４分 休憩 

――――――――――――――――――― 

午後 ２時４０分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 一般質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 ２番稲垣淳一さん。 

○２番（稲垣淳一君）〔登壇〕 それで

は、通告どおり、２点ほど質問をさせてい

ただきます。 

 まず一つ目は、財政健全化についてであ

ります。 

 各基金の目的と運用状況についてお尋ね

いたします。 

 地方自治体は、年度間の財源調整や特定

目的のための財源確保の一環として、年度

の財政運営の中で一定額を積み立て、これ

を基金として管理することができるように

なっています。 

 当町においても、美幌町基金条例におい

て１８種類に及ぶ基金が定められていま

す。令和２年１月末現在の基金総額は、約

５４億円に上ります。その中で、以下の基

金の運用についてお尋ねいたします。 

 主要３基金と言われている財政調整基

金、減債基金、公共施設整備基金、特定目

的基金と言われているふるさとづくり基金

などの運用内容、その成果について、町長

の考えをお示しください。 

 ２番目、基金残高は多いにこしたことは

ありませんが、過大な積立ては、世代間の

公平の観点から好ましくなく、しっかりと

した目標額を設定することが重要と考えま

す。 

 ふるさと美幌町を次世代につなげるため

に、今後の財政運用等における町長の考え

をお示しください。また、新設を検討して

いる基金の有無についてもお示しくださ

い。 

 ２番目の質問は、障がい者への支援につ

いてであります。 

 親なきあとの住まいについてお尋ねいた

します。 

 家庭の事情により、高齢者が高齢者の介

護をせざるを得ない状況は、老老介護と呼

ばれています。先が見えない状態の中で、

家族が共倒れになったり、介護疲れによる

心中事件があったりと、大きな社会問題に

なっています。 

 そして、年老いた親が障がい者の面倒を

見ている状況について、最近は老障介護と

いう言葉が使われることがあります。親の

立場としては、障がい者の子供には、自分

がいなくなった後の生活の場をできれば早

めに確保してあげたいと考えています。 

 きょうされん、旧共同作業所全国連絡会

の調査によれば、４０歳代の知的障がい者

のうち、半数を超える方がいまだに親と同

居している。また、５０歳代前半でも３割
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を超えていて、その親は７０から８０歳代

以上になっている。年老いた親の肉体的、

精神的負担はいかばかりかと、本当に厳し

い現実があると痛感しているとあります。 

 美幌町も例外ではありません。 

 現在、美幌町では、北海道療育園のグル

ープホームと美幌えくぼ福祉会の共生型グ

ループホームが利用できます。グループホ

ームは、世話人というスタッフの支援を受

けながら、一般の住宅で少人数で生活する

形態のことであります。しかしながら、両

施設ともに空きはなく、入ることがなかな

か難しい現実もあります。 

 新しい施設建設には時間と費用がかかり

ます。そこで、公営住宅や空き家を利用し

てグループホームを開設し、ニーズに応え

ていくという方法を提案いたします。 

 様々な問題があることは承知しておりま

すが、現在の生活状況や将来の不安解消の

一助となるべく提案に対し、町長の考えを

お示しください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 稲垣議員

の御質問に答弁いたします。 

 財政健全化について。 

 御質問の１点目、各種基金の運用内容で

ありますが、初めに、主要３基金である財

政調整基金については、財政の健全な運営

に資することを目的に設置しており、予算

編成において、一般財源が不足する場合に

基金から繰入れを行うなど、財政調整とし

ての機能を担っております。 

 次に、減債基金でありますが、町債の償

還に要する経費の財源に資することを目的

に設置しており、複数の公共施設の整備に

より、後年度、増大することが予想される

町債の償還に充てるため、平成２９年度か

ら基金の積み増しを行っているところであ

ります。 

 公共施設整備基金につきましては、公用

もしくは公共用に供する施設の整備及び既

設の公共施設の整備に要する経費に資する

ことを目的に設置しており、ごみ処分場改

修整備、町民会館改築、峠の湯びほろ改修

等整備などの事業の財源として活用してお

ります。 

 次に、ふるさとづくり基金をはじめとす

る特定目的基金の運用内容でありますが、

ふるさとづくり基金は、ふるさと納税者の

意向に沿った事業に資することを目的に設

置しており、ふるさと納税としてご寄附い

ただいた寄附金から必要経費を除いた額を

基金に積立てし、寄附者の意向に沿った事

業の財源として活用しております。 

 その他の特定目的基金については、美幌

町基金条例に規定する目的を達成するため

に必要と認めるときに活用しております。 

 次に、基金運用の成果についてでありま

すが、財政運営の健全化、住民ニーズに即

した各種事業の推進など、行政サービスを

安定的かつ継続的に提供するための財政基

盤になっていることが成果ではないかと考

えております。 

 ２点目のふるさと美幌町を次世代につな

げるために、今後の財政運用等における考

えでありますが、今後も高齢化の進展に伴

う社会保障関連経費の増大が避けられない

中、人口減少問題への対応や老朽化が進む

公共施設の整備が必要となるなど、財政運

営を取り巻く環境は厳しい状況が予想され

ます。 

 第２次美幌町財政運営計画に沿った財政

運営を着実に進めることで、次の世代へ過

度な負担を残さない未来に責任を持った行

財政運営が確保できると考えております。 

 また、新設を検討している基金について

は、現在のところ予定しておりませんの

で、健全な財政運営に対する御理解と御協

力を賜りますようお願いいたします。 

 次に、障がい者への支援についてです

が、平成２９年３月に策定した第２期美幌

町障がい者計画の基本理念である「誰もが

安心して暮らせる、人にやさしいまちへ～

みんなで護りあうまちを目指して～」に基
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づき、障がい者が住みなれた地域で安心し

て自立した生活を送ることができるよう、

地域全体で護り、支え合う仕組みづくりの

推進に努めている状況であります。 

 町内の障がい者グループホームは、社会

福祉法人北海道療育園のソング、スマイル

が平成２９年度に移転、新築されたのを機

に、入所定員がそれぞれ１名ずつ増員さ

れ、各５戸に、ＮＰＯ法人美幌えくぼ福祉

会のコミュニティハウスあかり４戸と合わ

せると、計３か所に１４戸で、内訳は、男

性９戸、女性５戸となっています。 

 しかし、利用を希望される方に対して戸

数が確保されているとは言えず、計画的な

整備について、国、道の動向を踏まえなが

ら検討する必要があります。 

 お尋ねの公営住宅や空き家を利用してグ

ループホームを開設し、ニーズに応えると

いう方法の提案でありますが、第６期総合

計画基本計画の障がい者福祉施設の整備に

おいて、民間活力によるグループホームの

整備の支援を行うこととしております。 

 公営住宅は、原則単身者は６０歳以上で

なければ入居できませんが、障がい者の方

は年齢要件がないため、これまでも条件に

合った公営住宅に入居されております。 

 一方、空き家を利用する場合ですが、平

成３１年３月に策定した美幌町空家等対策

計画では、取組を実施する具体的な施策と

して、高齢者・障がい者等の福祉施策充実

のための空き家等の有効活用の検討を盛り

込んでおり、その活用に向けて空き家所有

者に周知を図るとともに、民間活力による

施設整備の促進に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 以上、答弁をいたしましたので、よろし

くお願い致します。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） それでは、再質問

をさせていただきます。 

 まず、財政健全化であります。 

 平野町政のかじ取りはいよいよ２年目が

始まるわけでありますが、令和２年度にお

きましては、大型予算を組まれて、平野カ

ラーをどんと出しつつも、何かと幅広く予

算がかかっております。民生費の増大、ま

た、各種インフラ工事の充実に向けて、い

ろいろとバランスをとることが難しいかじ

取りということは理解するところでありま

す。 

 昨日は新年度の予算が通ったところであ

りますけれども、改めて、令和元年度にお

ける美幌町の各種事業、また、それらを支

えた財政運営についても、平野町長の思う

ところの評価、反省を令和２年度にどう生

かした予算を組んだのか、終わった後とは

いえ、町民の皆様も注視しているところで

あると思いますので、簡潔にお答えいただ

けるとありがたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 令和元年度の財政

運営に関して感じているところを率直に言

わせていただきますと、１１か月が過ぎた

中において、ハード的には、今まで私が教

育長として前町長と一緒に進めてきたこと

に対して、しっかりと進められていると理

解しております。そういう意味では、今ま

で前町長が進めてきたことをしっかり継続

してやってこられたのではないかと思って

います。 

 また、ソフト的な部分でいけば、今回、

町長に立起したときの思いを考えますと、

美幌町に元気がないと感じているところが

あったのが大きな要因で、もう少し町を活

気づける、そういうものを令和２年度には

子供たちに特にウエートを置いて施策をや

りたいと強く感じたところであります。 

 適正な答弁になっているか分かりません

けれども、それが令和２年度の予算と新年

度に向けての私の正直な感想でございま

す。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 
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○２番（稲垣淳一君） そういう町長の思

いを受けた令和２年度の予算が成立したと

ころであります。それらの事業を推進する

ために、町長の思いをきちんと形にして町

民に向けて発信するためには、マンパワー

ももちろん大事ですが、そこにはお金、財

政というものがついて回るのは必定であり

ます。 

 私は議員として５年たつところでありま

すが、正直、外から見ている町の運営と、

こういう立場になっていろいろな情報をい

ただいて町の取組を知るにつけ、一般会計

はもちろんですが、その中の基金というも

のが大変大きなウエートを占めていると理

解するわけであります。 

 平成３０年度の一般会計になりますけれ

ども、地方交付税など外部からの依存財源

は、前回は約６６％で７１億円に上ってい

たということです。これは、別にこの町だ

けが特殊なわけでは決してなくて、残念な

がら、自主財源が３４％という状況は日本

の至るところの自治体が抱えている現状だ

と思います。 

 美幌町には６６％にも及ぶ依存財源と基

金会計という、ある意味、町の別なお財布

が１８種類あるわけで、その中の運用にも

手腕が問われるところだろうと理解すると

ころであります。 

 そういうところでいけば、基金というも

のは貯金になりますが、昨年度は１人当た

りの貯金が約２６万円で、平成３０年度の

一般会計の前年と比べますとプラス１万円

という計算が出ております。 

 そして、借金になります町債は約４８万

円という数字が出ております。これは、前

年比１万円のプラスという結果になってお

ります。公共施設の整備等によりまして、

その残高が増えているわけでありますが、

町の分析といたしましては、平成３０年度

は人口減少の影響もあり、町民１人当たり

の借金がまた１万円増えるのではないかと

いうことが前回言われておりました。 

 これは、２０１９年１２月の広報に載っ

ていたことなので、間違いない数字だと思

っておりますが、我々議員も、いろいろな

事業を推進していただくために提案や提言

をしていきますし、反面、あまり無駄なお

金を使わないように、我々はいつもアクセ

ルとブレーキという話をしますけれども、

アクセルを踏みつつ、ブレーキも踏みつ

つ、それでは何キロメートルのスピードで

走ったらいいのかというところは、町長の

頭が痛いところであると思います。 

 町長がいろいろな思いをかけている中

で、百数十億円の一般会計を持っている美

幌町では、今は庁舎建設や消防庁舎建設な

ど、改築、新築に係るお金が非常に多く積

まれているわけです。今現在はそのバラン

スは特殊かもしれませんが、それについて

どのようなお考えを持っていらっしゃるで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 答弁でも申し上げ

ましたけれども、第２次美幌町財政運営計

画に基づいて進めさせていただいておりま

す。 

 今のバランスという部分においては、先

ほど、貯金と借金という一つの例示の中で

言っていただきましたが、全体を割ってそ

れがどうかという比較は分かりやすいので

すけれども、それがひとり歩きすることは

どうなのだろうと思うのです。 

 そういう意味からいけば、基金を貯金と

見ることはいいですけれども、それぞれ目

的があって、これからどう使うかという使

い方を町民にきちんと理解してもらう。 

 それから、今、借金と言われている地方

債の残高についても、それだけを単純に見

れば大きな額に見えるのですけれども、今

後、後年度負担というか、国からある程度

入ってくるお金も含めてどう考えていく

か、これも中身をきちんと知ってもらう。 

 そういう意味では、表面だけではなく

て、細部を町民の方々にしっかり伝えてい
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くことが大切であると思いますし、そのこ

とには最大の努力をしていきたいと考えて

おります。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 理解いたしまし

た。 

 基金の使い方をきちんと示していくこと

が管理する理事者側の責務であるというこ

とであります。 

 そこで、１８種類の基金について全部を

聞くわけにはいきませんので、設立した目

的ですとか、現在はどのように使われてい

るのかという話を何点かに絞ってお尋ねし

たいと思います。 

 まず、額として一番大きいと思うのです

が、財政調整基金の積立てであります。 

 財政調整基金は、割と自由度がある使い

方をされているように感じているところで

ありますが、積立てをしている理由といい

ますか、なぜこれだけの大きな額が財政調

整基金という名のもとに積み立てられてい

るのか、何に多く使おうとしているのかお

尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいまの御

質問でございます。 

 財政調整基金につきましては、町の健全

な財政運営に資するための基金、いわゆる

貯金ということになります。 

 先ほど、稲垣議員から御指摘がございま

したが、本町においては地方交付税が平年

ベースで歳入の約４割を占める現状にござ

います。残念ながら、国に依存している財

政構造にありますので、一定程度の基金を

保有していなければ健全な行財政運営がで

きないということになってございます。こ

のため、平成３１年度末の残高において、

１４億８,０００万円程度の財政調整基金が

あるわけでございます。 

 昨日、令和２年度予算の議決をいただい

たわけでございますが、その予算につきま

しても、当初は収支不足が生じるというこ

とで、こちらの基金から約１億７,０００万

円の繰り入れを行った中で予算を作成して

いる現状にございます。 

 いかほどの基金を保有するのがベストか

という物差しは難しいのですけれども、現

状においては適正な積立てをさせていただ

いていると思いますし、過度な積み立てに

ならないように、将来をしっかりと見極め

た中で、行政運営、財政運営を健全に進め

てまいりたいと考えてございます。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 財政調整基金につ

いて、もう一度お尋ねいたしますが、今、

総務部長から１４億８,０００万円の基金残

があるということで、適正に運用しながら

積立てをしているということでありまし

た。 

 すみません、言葉尻を捕まえるわけでは

ありませんが、町が考える適正な数字がこ

の１４億８,０００万円ということでしょう

か。先ほど、細かい数字を言うと独り歩き

すると町長がおっしゃっていましたけれど

も、もう一度お尋ねしますが、どういうと

ころからそこが適正だと思うのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） もしかしたら

言葉尻を捕まえられたのかもしれないです

けれども、１４億８,０００万円について、

先ほど、私は物差しがないと答弁しました

が、これは正直な気持ちであります。 

 今、町税の収入が約２２億円です。その

うちの町民税が約１０億円、固定資産税が

１０億円という町税収入になっているわけ

です。これは私の考えになりますけれど

も、例えば、不幸にして大きな災害に見舞

われた場合は、町税については、政策的に

減免を実施する事態が想定されるだろうと

捉えております。 

 ついては、町税は２２億円というお話を
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しました。同じぐらいの基金があればベス

トでしょうけれども、今は大体３分の２を

保有している状況でございますので、一定

の基金を保有しているという意味におい

て、適正という表現を使わせていただきま

した。 

 何度も言いますが、答えはなかなか出な

いと思うのですけれども、町長が答弁した

ように、なぜこの額があるのか、今後、町

は何をやるのかということを、町民の皆様

にしっかり説明して御理解をいただかなけ

れば、毎年の予算についても御理解をいた

だけないと思いますので、そこは情報を広

くお伝えした中で理解を得る努力をしてい

きたいと考えてございます。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） たまたま言葉尻を

捕まえてしまいましたが、きちんとした目

的がないまま、ただ単に積み上げてもとい

う思いが我々はあります。 

 今、部長がおっしゃった、今年はこうい

う事業のためにこれだけを使ったというこ

とを示していくことが皆さんの責務という

ことであれば、令和２年度はこういうこと

で今後やっていくのだということが明確に

なるといいのかと思います。 

 今回の議会では、令和２年度の予算執行

についていろいろと質疑させていただい

て、一定の理解を得られましたが、こうい

う場でもそういう御答弁があると、より理

解しやすいと思っております。 

 財政調整基金ばかりに時間をとるわけに

はいかないので、次に行きます。 

 町債の償還に関することで減債基金とい

うものがありますが、現在、積んであるの

が４億４,０００万円ぐらいです。これにつ

いては、どのような考えでこれだけ積んで

いるのかという質問であります。 

○議長（大原 昇君） 財務主幹。 

○財務主幹（中尾 亘君） ただいまの減

債基金の積み方の根拠でございますが、ま

ず、目的は、町債の償還に要する経費の財

源にするということで積んでおります。 

 令和元年度末で４億４,８００万円です

が、平成３０年２月に一部改定しました第

２次美幌町財政運営計画で示しているとお

り、現在、三つの施設の建築が進行中で、

その公債費の償還が令和６年度以降に非常

に増えることを見通しております。 

 運営計画でいきますと、平成３１年度、

令和元年度に１億７,０００万円、令和２年

度が９,６００万円、以後、令和５年度末に

は８億９,０００万円まで積んで、６年度以

降の償還に充てることを現在予定しており

ます。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 建てるものや買う

ものなど、お金の使い方はいろいろとある

のですが、我々町民といたしましては、そ

んなに借金をして物ばかり建ててという思

いがあります。建ててほしいという思いは

もちろんあるのですけれども、ちゃんと返

していけるのかということは、多くの町民

が疑問とするところであります。 

 今後は我々も注視していきますので、そ

の運転については、きちんとした財政運営

を心がけていただければと強く思うところ

であります。 

 また、大きな数字でいきますと、公共施

設整備基金がありますが、最近、これを使

ったものはございますでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 財務主幹。 

○財務主幹（中尾 亘君） 公共施設整備

基金につきまして、最近の多く繰り入れし

た実績でございますが、平成３０年度に町

民会館の改築として５,０００万円、峠の湯

びほろ改修として８８０万円を繰り入れて

おります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 
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○２番（稲垣淳一君） 行政は予算主義で

すから、この年はこういう予算を組んで、

学校に幾ら、民生費に幾らという予算を組

んでいくわけですが、いろいろなことが起

きるのがこの世の中でありますので、そん

なときに、先ほどの財政調整基金でという

ことになるのでしょう。 

 公共施設整備基金においては、読んで字

のごとく、公用もしくは公共用に供する施

設の整備にかかる経費に充てるという理解

でいいと思います。例えば、町で譲り受け

たとか、買い受けたという使えない建物が

何点か散見されます。あえて言うならば、

ユースホステルは、放置しておくと、場所

的に事件や事故に遭うのではないかという

気持ちがあります。そういうところの利用

にこういうお金を充てることはできないの

でしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） ただいま稲垣

議員が質問されたとおり、公共施設整備基

金は、公用、あるいは公共用の施設の整備

に充てる基金でございます。 

 仮に、今、例が挙がったユースホステル

を改修して、何か新しい施設として再利用

するということであれば、当然、こういっ

た基金を活用することも可能であると考え

てございます。 

 こちらの基金については、例えば、公共

施設は耐用年数が長期間にわたり、多くの

町民の皆様、広い世代の皆様が活用する施

設ですので、多くの皆様に御負担いただく

ことが適正であろうという意味のもとに、

基金を積み立てた上で施設整備などに活用

してきていることになってございます。 

 これまでもそうですけれども、これから

も、将来に向かって必要な公共施設につい

ては、この基金を有効に活用して整備を図

っていくことが必要であろうと考えてござ

います。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 理解いたしまし

た。 

 次に、ふるさとづくり基金であります

が、昨今、いろいろな話題がありまして、

ふるさと納税としていただいた寄附から必

要経費を除いた額を積み立てるというもの

です。 

 令和２年度におきましては４,３００万円

の納税額を予定していると聞き及んでおり

ますけれども、そうなると、例えば、ふる

さと納税については、必要経費である返礼

品の金額を単純に３割以内に抑えるように

という総務省からの通達がありますが、全

体経費を差し引くと、４,３００万円に対し

てどれぐらいを積み立てられると考えたら

よろしいでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 令和２年度当

初の歳入には、４,３００万円のふるさと納

税を計上してございますが、御指摘のとお

り、必要経費、あるいは返礼品等は大体半

分です。 

 今、きちんとした数字は頭に入っており

ませんけれども、当初予算では２,１５０万

円強の積立金を予算計上させていただいて

おります。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） あまり細かい数字

を聞くのは何かと思ったのですが、ありが

とうございました。 

 ふるさと納税には増やす努力といいます

か、品目などを工夫するところはいっぱい

ありますので、全国からたくさん集めて、

町の新たな投資に使えるものに資するべき

だと強く思いますし、拡大する努力が肝要

だと思っております。あとは、多目的運動

場や庁舎の基金になりますので、これにつ

いては大体理解しているところでありま

す。 

 基金について最後に一つ、町営住宅敷金

基金というものがありますけれども、これ



 

－ 326 － 

は入居者の皆さんの敷金の徴収、返還のた

めに活用するとあります。今回、保証人の

問題で２人をなくすという条例が可決され

たところであります。 

 美幌町は納付率１００％ということで大

変すばらしいことですが、１００％になる

ためにこの基金が充たっていることはある

のでしょうか。要は、入居者の未払いに関

わって、この基金を使っているのかという

ことでございます。 

○議長（大原 昇君） 財務主幹。 

○財務主幹（中尾 亘君） ただいまの町

営住宅敷金基金の概要でございますが、入

居時の家賃の２か月分を敷金として徴収し

て基金に積み立てて、退去時に返還する、

あくまでも預託するという基金でございま

すので、ただいまの御質問とは関係ない形

になります。 

 よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 最後に、新たな基

金の創設はないと町長はおっしゃっていま

したけれども、財政運営計画の中には図書

館や仲町の公営住宅などがあります。大型

の公共事業をやっているさなかでこういう

話をするのも何ですが、これも町民が注目

する的でありますので、あえてここでお尋

ねさせていただきます。 

 公共施設を、長寿命化で何か政策をして

残すのか、または改築、新築をするのか、

私はその辺の結論をちゃんと聞いているわ

けではありませんけれども、どのみち莫大

なお金がかかることは目に見えているわけ

です。 

 そのために基金を増設するという思いが

あって私はこのことを尋ねたのですが、例

えば、図書館または公営住宅などは、どち

らも１０億円を超える建物になると思うの

ですけれども、莫大な金額がかかる公共施

設のときにはどのように進めようというお

考えか、お尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 箱物の修繕や改築

も含めた基金というお尋ねであります。 

 第２次財政運営計画を立てさせていただ

いたときに話によく出ているのが図書館の

建設、それから、公営住宅の建て替え、保

育園を今後どうするかということで、ある

程度見越して計画を立てております。 

 ですから、今のところは、新たにという

よりも、明確になった段階で、特定の財源

確保のために、今の基金でいけば、庁舎を

あえて公共施設基金から分けることはする

かもしれませんけれども、そういう意味で

は、今、新たにこのために積み立てるとい

う考えはないだけであります。 

 本当に考えなければいけないのは、図書

館よりも保育園について、町民の皆さんか

ら、かなり古くなってきて今後はどうする

かということで、まして、子育てをしっか

りやるという町においてどうなのかという

話が出ています。 

 民間においては、藤幼稚園や大谷幼稚園

が認定こども園に移行しながらということ

で、時期が来たときに専用の基金として分

けて積み立てる可能性が出てくるというこ

とで、現在は考えていないと御理解いただ

ければと思います。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 財政問題につきま

してはこれで終わりますけれども、少ない

予算の中と言いながら、毎年これだけの財

政支出を伴って運営していくという責務は

重大でありますので、今後とも慎重の上に

慎重を重ねて財政運営に破綻が決してない

ように、我々も注視させていただきますけ

れども、安全運転で、時にはスピードアッ

プも必要かと思いますが、美幌町を守って

いく運転をひとつよろしくお願いしたいと

思っております。 

 続きまして、障がい者支援についてであ

ります。 
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 今回、グループホームを増やせないのか

という提案であります。行政側も理解して

いるとおり、ソング、スマイル、そして、

あかりの戸数が決して充足しているわけで

はないということは十分理解いただいてい

ると思います。 

 私も、このことについては、新しいソン

グ、スマイルのグループホームができる前

にもお尋ねした経緯がありますので、ずっ

と注視をしていたところであります。 

 私は、障がいをお持ちのお子さんのお父

さんやお母さんと会う機会が多いものです

から、なかなか言いづらい話ではあります

けれども、皆さんが元気なうちは子育てに

一生懸命で生活が行き届いているけれど

も、自分たちにもし何かがあった場合に子

供たちはどうなっていくのだろうと、常に

そのことが頭から離れないということで

す。 

 我々人間が生きている間は、どんな立場

であろうが、どういう形であろうが、常に

問題はあるのですけれども、グループホー

ムは、自立して自分ひとりだとなかなか生

きづらいという皆さんのためにあると理解

しております。 

 障害者自立支援法も平成１８年から施行

されたり、障がい者の皆さんに対するいろ

いろな補助や手当も充足しているとは思う

のですが、住まいに関しては、自主自立、

特にグループでの生活を支えていくという

ことは美幌町ではなかなかやりづらいとこ

ろがあります。 

 御回答の中に、民間活力によるグループ

ホームの整備の支援を行っていくというこ

とで、第６期総合計画の中にも載っている

ところであります。これを運営するのはい

ろいろな福祉団体やＮＰＯ団体であると理

解しているのですが、改めて、民間活力に

よる整備の支援とはどういうところを指し

ているのか、お尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） ただいまの民

間活力による整備という御質問でございま

す。 

 先ほどの御質問にありましたとおり、現

在は、ソング、スマイルとコミュニティハ

ウスあかりが運営しているということでご

ざいまして、充足はしていないという御答

弁をさせていただきましたが、実際にどの

ぐらいの待機者がいるかといいますと、お

聞きしたところによると、直近ではソン

グ、スマイルが各２名ずつ待機していると

いうことですが、コミュニティハウスあか

りについては、今のところ待機者はいない

とお聞きしております。 

 そういったことから、グループホームが

足りていないかというと、待機者はいるも

のの、今すぐにたくさんの人数が必要とは

されていないと考えております。 

 ただ、今回の障がい福祉計画の策定に伴

いアンケート調査をとった中におきまして

は、今は親御さんたちと暮らしているけれ

ども、将来はグループホームを使いたいと

いう声が聞こえております。そういう方々

が実際にグループホームを必要とした場

合、どれくらいの需要になるのかというこ

とをみながら、整備に必要な数を見越して

決定していかなければならないと思ってい

ます。 

 行政としては、いろいろな補助金など助

成制度がありまして、例えば、敷地などの

部分の対応についての支援等も考えられま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 今は、ソング、ス

マイルには待機者が２名程度いて、コミュ

ニティハウスあかりのほうはゼロというこ

とでした。 

 お答えいただいた内容はどなたから聞い

た話なのか、お尋ねいたします。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） それぞれの担

当の方にお聞きしております。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 町としては、担当

からの聞き取りだけで判断していると理解

するのですが、それは冷たい対応だと私は

思うのです。 

 施設に行って、住んでいる方とお話をし

て、どういう生活をしているのかという実

態について聞き取りをされているのでしょ

うか。住んでいる方にそういう話をしたこ

とがあるでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 民生部長。 

○民生部長（那須清二君） 大変申し訳ご

ざいませんが、私は聞いておりません。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 日頃、お忙しい中

で時間がないことも理解するのですが、町

から何がしかのお金が入っていると思いま

す。建物ができたときには、見に行かれた

り、聞いたりしていると思うのですが、そ

の後にどう運営されて、どういう生活をさ

れているかという実態については、アンケ

ートも大事ではあるのですが、やはり字か

ら読み取れないものを感じ取ってほしいと

思うのです。 

 今年もいろいろな計画をつくるときにア

ンケートをとるということでありますが、

アンケートの言葉の先にどんなものが隠れ

ているかということを肌で感じてもらえる

ような取組をしていただきたいと思ってい

ます。 

 今回、新型コロナウイルスの関係につい

て、町民にチラシをすぐに一斉配布すると

いうフレキシブルなことができる美幌町で

ありますので、ぜひきめ細かい対応といい

ますか、そういうところにも手を差し伸べ

て、今後の福祉事業に反映していっていた

だくと、美幌町の温かさや優しさがより伝

わる事業が展開できるのではないかと思っ

ております。ぜひ何かの機会に、住んでい

る方と対面していただきたいと思います。 

 これは、私が行ったから言える話であり

ますし、そこの親御さんと話をしたとき

も、友人、知人はこういう施設を待ってい

るのだと直接聞いているので、今回は２度

目の質問をさせていただいております。そ

こを受け止めていただいて、ぜひ考えてい

ただきたいと思います。 

 先ほど部長から、新設のグループホーム

を建てる場合は、敷地の援助などいろいろ

なことを考えているというお話がありまし

たが、こういう建物を建てるとなれば、い

ろいろな制約もあるでしょうし、大変なこ

とは十分理解しています。 

 空き家や公営住宅を使った単身の住まい

もありますが、私は、そこを必要としてい

る方たちが自立するための共同生活も一つ

の大事なポイントだと思うので、あえてグ

ループホームにこだわって質問をさせてい

ただいております。 

 ですから、空き家や公営住宅などの壁を

突き破って、２軒分の空間に四、五人が入

ることはできないかとか、グループホーム

は２人からできますが、世話人などの細か

い問題はたくさんありますけれども、改築

できますとか、改修して利用しませんかと

いうことで、場を提供して皆さんの生活を

後押しする施策を打ち出していただくこと

はできないのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） グループホームの

取扱いについて、町としては、民間に整備

をしていただくという考えであります。 

 それは、町はもう知らないということで

はないです。民間の方がやっていただける

のであれば、町はそれに対して支援をする

べきだと思っています。 

 本来、こういう施設の整備については、

国とか、町民に一番近い立場の私ども自治

体がやらなければいけないことだと思って

います。 
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 ただ、行政ですと、将来の維持管理など

を考えると非常に難しいところがあるの

で、民間の方にできるだけ関わっていただ

いて、それを支援すると。今まででいけ

ば、土地を提供させていただいたり、場合

によっては補助等もしなければいけません

し、一義的には国からお金をいただくとき

の協力をする。 

 今まで建てた経過について、私は直接の

担当ではなかったのですけれども、療育園

に関わった中でいけば、厚労省の予算があ

まりにも少な過ぎる。そこを所轄する方々

とはまた別な立場で、しっかりお金を持っ

てもらわなければ、逆に、建てたくても、

それを割り振ったときに補助規程から全く

入ってきてないのが現実です。それを改善

したいということは、厚労省ではなくて、

地元の代議士の方々にしっかり言っていか

なければ、建てる側がなかなか大変だと思

っています。 

 今回は、民間の空き家という一つの提案

でありますが、空き家は、空き家の計画の

中にいろいろな制度があります。ですか

ら、国の制度、場合によっては、町が何か

制度をつくって、グループホームだけでは

なく、できるのであれば検討したいと思い

ます。 

 グループホームについては、これからの

需要も含めて、見極めも必要だと思いま

す。そういう意味では、先ほどの待機者の

部分については、聞き取りではそれほどい

ないのですけれども、私もいろいろな関わ

りで、その方々と話す機会がある中でいけ

ば、どちらかというと希望されている方

は、稲垣議員が感じているように、まだ多

いと思っています。 

 ですから、今はないので、皆さん親元と

か、関わりのある人と一緒に住んでいます

けれども、将来を考えたら、きちんとした

見通しを立てた中で、こういう状況におい

てどうかということを話していかなければ

難しいというのが正直な今の気持ちでござ

います。 

○議長（大原 昇君） ２番稲垣淳一さ

ん。 

○２番（稲垣淳一君） 今が何もないから

ということで、何もしないというわけでは

ないということは理解するのですが、そう

いう部分にも危機感を持って、次はどうい

う取組ができるのかということも十二分に

視野に入れて、事業に取り組まれることを

強く希望するものであります。 

 御存じのとおり、現在、グループホーム

に入られている知的障がいや精神障がいな

どいろいろな方がいらっしゃいますが、こ

れから特に求められているのは、２４時間

のケアつきのグループホームだと思いま

す。 

 現在のグループホームは朝と夜の食事提

供の部分で終わっているのですが、求めら

れているのは、ハードルが高いかもしれま

せんけれども、２４時間のケアつきのグル

ープホームで、そういう方たちの思いとし

て、利用を待ち焦がれている方も多くいら

っしゃいますので、美幌町も、そういう方

たちのために支援できる、応援できる施策

を打ち出していってほしいと思います。そ

ういうことを強く願って、質問を終わりま

す。 

○議長（大原 昇君） これで、２番稲垣

淳一さんの一般質問を終わります。 

 以上で、本日の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しまし

た。 

─────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで散

会します。 

 ご苦労さまでした。 

       午後 ３時５７分 散会   
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